
～  桃洞・赤水渓谷  ～  

広報 
きたあきた 
広報 
きたあきた 
N0.116 2010年 11月 市ホームページ
http : // www.city.kitaakita.akita.jp

燃ゆる秋の森吉山 
天国の散歩道をゆく 

　桃洞・赤水渓谷は、太平湖・小又峡上流部のノロ川源流
部にあり、なだらかなＵ字渓谷に大小のおう穴と滝が点
在し、清流のかがやきと稜線の鮮やかな彩りの中を散策
するコースは天国の散歩道と呼ばれています。桃洞渓谷
の終点では、桃洞滝の優美な流れが人々の心を癒します。 
 



　
今
年
で
５
回
目
と
な
る
北
秋
田
市
文
化
祭
の
開
会
式

で
は
、は
じ
め
に
津
谷
市
長
が「
皆
さ
ん
と
共
に
多
く
の

作
品
や
発
表
を
堪
能
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。北
秋
田
市
文
化
祭
は
多
く
の
方
に
支
え

ら
れ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。期
間
中
に
た
く
さ
ん
の

市
民
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
訪
れ
て
、文
化
の
香

り
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
」な
ど

と
あ
い
さ
つ
。 

　
続
い
て
、平
成
22
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞

と
奨
励
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。文
化
功
労
者
表

彰
は
、長
年
に
わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
年
度
は
、能
仕
舞
の

米
内
沢
宝
生
会（
齋
藤
年
生
代
表
）な
ど
、１
団
体
３
個

人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。  

　
ま
た
、奨
励
賞
は
優
れ
た
芸
術
作
品
な
ど
を
創
作
さ

れ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、三
浦
謙
蔵
さ
ん
ら

４
個
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、受
賞
者
を
代
表
し
て
文
化
功
労
者
の
櫻
田

善
太
郎
さ
ん
が「
市
文
化
祭
の
開
会
式
に
あ
た
り
、私
た

ち
８
名
が
そ
れ
ぞ
れ
栄
誉
あ
る
芸
術
文
化
功
労
賞
、奨

励
賞
の
受
賞
を
受
け
、こ
の
上
な
い
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
精
一

杯
努
め
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、今
後
と
も
皆
さ
ん
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が

行
わ
れ
、市
長
賞
の
鷹
巣
南
中
学
校（
団
体
の
部
）、同
じ

く
市
長
賞
の
松
尾
フ
ミ
さ
ん（
家
庭
の
部
）な
ど
、15
団

体
、６
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
開
会
式
の
後
、記
念
公
演
と
し
て
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の

本
田
武
久
さ
ん
が
、会
場
全
体
に
響
き
渡
る
歌
声
で「
浜

辺
の
歌
」や「
荒
城
の
月
」、「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」な
ど

９
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
発
表
で
は
、筝
曲
や
日
舞
、子
ど
も
た
ち
に
よ
る
バ
レ

エ
、民
謡
や
大
正
琴
、詩
吟
な
ど
各
団
体
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
鑑
賞
に
訪
れ
た
市
民
ら
が
、そ
れ
ぞ

れ
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
展
示
会
場
の
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
と
阿
仁

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、公
民
館
講
座
や
自
主
活
動

な
ど
で
制
作
し
た
絵
画
や
写
真
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、陶
芸
、

切
り
絵
な
ど
の
作
品
、小
中
学
生
の
絵
画
、書
道
作
品
な

ど
が
展
示
さ
れ
、家
族
連
れ
な
ど
が
じ
っ
く
り
と
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

　 　
平
成
22
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
・
奨
励
賞

の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◆
芸
術
文
化
功
労
賞 

【
団
体
】　
▽
米
内
沢
宝
生
会（
齋
藤
年
生
代
表
） 

【
個
人
】　
▽
庄
司
乙
彦
さ
ん（
阿
仁
水
無
字
上
新
町
）   

　
　
　
　
▽
三
浦
靖
さ
ん（
小
又
字
下
川
原
） 

　
　
　
　
▽
櫻
田
善
太
郎
さ
ん（
根
田
字
屋
布
岱
） 

◆
芸
術
文
化
奨
励
賞
　 

　
▽
三
浦
謙
蔵
さ
ん（
阿
仁
水
無
字
畑
町
） 

　
▽
秋
里
キ
ク
エ
さ
ん（
上
杉
字
金
沢) 

　
▽
石
上
初
さ
ん（
鎌
沢
字
雪
田
岱
）  

　
▽
成
田
渓
子
さ
ん（
綴
子
字
胡
桃
館
） 

多
彩
に
『
文
化
活
動
の
成
果
』
を
披
露

多
彩
に
『
文
化
活
動
の
成
果
』
を
披
露

平
成
22
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭

平
成
22
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭

　
平
成
22
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
が
10
月
16
日
か
ら
18
日

ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
、会
場
の
市
文
化
会
館（
演
示
部
門
）

や
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
と
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー（
展
示
部
門
）に
は
大
勢
の
市
民
ら
が
訪
れ
、芸
能
発
表

や
各
種
展
示
作
品
の
鑑
賞
で
文
化
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

▲北秋田市芸術文化功労賞・奨励賞受賞者の皆さん

▲北秋田市花壇コンクールの受賞者の皆さん
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▲テノール歌手本田武久さんの記念公演

▲コールつくしんぼ

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
展
示

▼

　
平
成
22
年
度
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◎
市
長
賞
　
▽
鷹
巣
南
中
学
校﹇
団
体
の
部
﹈ 

▽
松
尾
フ
ミ
さ
ん（
栄
字
太
田
）﹇
家
庭
の
部
﹈

◎
市
議
会
議
長
賞
　
▽
大
阿
仁
小
学
校﹇
団
体
の
部
﹈ 

▽
柳
山
敏
幸
さ
ん（
浦
田
字
家
ノ
後
）﹇
家
庭
の
部
﹈

◎
教
育
長
賞
　
▽
脇
神
悠
遊
ク
ラ
ブ﹇
団
体
の
部
﹈ 

▽
蒲
和
子
さ
ん（
阿
仁
水
無
字
大
町
）﹇
家
庭
の
部
﹈ 

◎
中
央
公
民
館
長
賞
　
▽
高
村
岱
老
人
ク
ラ
ブ﹇
団
体

の
部
﹈▽
沢
口
公
民
館﹇
団
体
の
部
﹈▽
千
葉
厚
子
さ
ん

（
七
日
市
字
岩
脇
囲
ノ
内
）﹇
家
庭
の
部
﹈ 

◎
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会
長
賞
　
▽
栄
摩
当
婦

人
会﹇
団
体
の
部
﹈▽
栄
婦
人
会﹇
団
体
の
部
﹈▽
櫻
井
正
一

さ
ん（
下
杉
字
小
堤
）﹇
家
庭
の
部
﹈ 

◎
努
力
賞
　
▽
糠
沢
快
老
ク
ラ
ブ﹇
団
体
の
部
﹈▽
合
川

東
小
学
校﹇
団
体
の
部
﹈▽
緑
ヶ
丘
自
治
会﹇
団
体
の
部
﹈

▽
根
小
屋
花
咲
ク
ラ
ブ﹇
団
体
の
部
﹈▽
門
脇
春
江
さ
ん

（
阿
仁
水
無
字
寺
後
）﹇
家
庭
の
部
﹈ 

◎
奨
励
賞
　
▽
巻
渕
婦
人
会﹇
団
体
の
部
﹈▽
合
川
こ
と

ぶ
き
大
学
学
生
会﹇
団
体
の
部
﹈▽
栄
第
二
寿
会﹇
団
体

の
部
﹈▽
前
山
婦
人
会﹇
団
体
の
部
﹈ 

▲パンの花

▲詩吟　たかのす吟友会

▲戸松くみ子鷹巣バレエ教室

小
中
学
校
の
書
写
展
示

▼

▼日舞藤陰流
　子ども舞踊教室
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北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
第
20

回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

９
月
26
日
、
仙
北
市
角
館
・
北
秋
田
市
鷹
巣
間

を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
、
１
０
０
㌔
の
部
と
50
㌔

の
部
に
全
国
各
地
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
り
、

黄
金
色
の
稲
穂
が
実
る
秋
田
内
陸
路
を
力
走
し

ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
１
９
８
９
年
、
内
陸
線
沿
線
地
域

の
素
晴
ら
し
さ
と
大
自
然
の
雄
大
さ
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
始
ま
っ
た
も
の
で
、
コ
ー

ス
は
仙
北
市
角
館
か
ら
北
秋
田
市
鷹
巣
ま
で
の

１
０
０
㌔
。
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
は
２
万
人
を

超
え
て
い
ま
す
。 

　
今
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
１
０
０
㌔
の
部
（
角

館
～
鷹
巣
）
に
１
３
７
０
人
、
50
㌔
の
部
（
阿

仁
比
立
内
～
鷹
巣
）
に
３
５
２
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
過
去
最
高
の
１
６
０
２
人
（
棄
権
者
除
く
）

が
、
自
己
の
限
界
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
１
０
０
㌔
の
部
は
午
前
５
時
に
仙
北
市
の
角

館
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
前
を
、
50
㌔
の
部
は
午

前
11
時
に
阿
仁
比
立
内
を
ス
タ
ー
ト
。
ラ
ン
ナ
ー

た
ち
は
沿
道
の
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
た

く
さ
ん
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
コ
ー
ス
を
北
上
、 

。 

▲  100キロの部優勝の神宮さんと秋田さんを讃える

仮装ランナーが

大会を盛り上げる

▼  50キロの部は午前11時に阿仁比立内をスタート

↓ 

ないりっくん

牛さん

黄
門
さ
ま

鉄
人
た
ち
の
熱
き
挑
戦 

　
　
内
陸
路
に
繋
が
る
絆 

10 0 キロチャレンジマラソン2 0 回記念大会 10 0 キロチャレンジマラソン2 0 回記念大会 
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  　７９ 
  　８３ 
  　９０ 
１４３ 
１６９ 
１７３ 
１９１ 
２５１ 
２５７ 
２６２ 
３９８ 
４００ 
４７０ 
４７５ 
４８１ 
４９０ 
４９２ 
５０３ 
５４５ 
５６１ 
５９３ 
６０４ 
６０９ 
６６９ 

１６７ 
１６８ 
１６９ 
１７３ 
１７６ 
１７７ 
１７９ 
１８０ 
１８１ 
１８７ 
１８９ 
１９０ 
１９３ 
１９７ 
２０４ 
２０７ 
２０８ 
２１１ 
２１４ 
２１８ 
２２０ 
２２１ 
２２２ 
２２５ 
２２６ 
２２８ 
２２９ 
２３０ 
２３２ 
２３３ 
２３４ 
２３５ 
２３７ 
２３９ 
２４０ 
２４５ 
２５２ 

50キロの部 
順位 氏　名 順位 氏　名 

■■■北秋田市の完走者成績一覧■■■ 

↓ 

北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
前
の
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
激
走
し
ま
し
た
。 

　
１
０
０
㌔
の
部
、
男
子
で
優
勝
し
た
の
は
、

昨
年
の
大
会
１
０
０
㌔
の
部
で
２
位
入
賞
し
て

い
る
、
神
宮
浩
之
さ
ん
（
35
歳
・
神
奈
川
県
）。

タ
イ
ム
は
７
時
間
14
分
10
秒
で
、
４
回
目
に
し

て
念
願
の
優
勝
を
見
事
に
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

神
宮
さ
ん
は
「
優
勝
は
、
う
ち
の
か
ぁ
ち
ゃ
ん

に
一
番
に
伝
え
た
い
」
と
優
勝
の
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
女
子
の
部
で
優
勝
し
た
の
は
、
秋
田

秀
子
さ
ん
（
57
歳
・
に
か
ほ
市
）
。
タ
イ
ム
は

８
時
間
52
分
７
秒
で
、
昨
年
の
自
己
タ
イ
ム
を

更
新
。
秋
田
さ
ん
は
「
沿
道
の
皆
さ
ん
か
ら
の
、

声
援
が
し
っ
か
り
届
き
ま
し
た
。
秋
田
県
の
秋

田
さ
ん
頑
張
れ
と
激
励
を
受
け
て
力
に
な
り
ま

し
た
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
。 

野 呂 康 一  
渡部健一郎 
堀 田 智 宏  
松 橋 真 幸  
櫻 田 光 弘  
加 藤 咲 子  
出 川 修  
高 橋 嘉 仙  
木 村 浩 悦  
成 田 孝 治  
桜庭みちえ  
仙 北 谷 彰  
斉 藤 聡  
北 林 丈 正  
森 川 鐵 雄  
長 岐 孝 生  
田中圭一郎 
安 井 康 弘  
佐 藤 一 雄  
菅 生 繁 樹  
金 澤 聡 志  
春 日 昭 美  
高橋冨美雄 
櫻 田 雄 大  

堀 井 七 恵  
大 川 茂 光  
清 水 一  
鈴 木 孝 光  
勝 又 立 雄  
羽 場 智 博  
吉 田 敏 明  
村 上 幸 美  
武 田 貴 康  
山 崎 舞  
成田めぐみ 
三 澤 大 樹  
山 城 謙 一  
疋 田 純 一  
山 田 和 人  
工 藤 渉  
庄 司 隆 生  
三 沢 幸 美  
宮 野 優 悦  
佐藤香奈子 
加 藤 昌 平  
佐 藤 元 彦  
金 田 光 明  
和 田 成 基  
吉田登美治 
小 野 勝 也  
福 田 豊 浩  
萩 野 一 生  
永 井 幸 子  
松 岡 環  
成 田 昌 克  
松 岡 悠  
長 谷 川 隆  
岩 谷 政 弥  
小 坂 敬 紀  
久留島一浩 
佐 藤 国 弘  

▲ハイ
タッチ

で頑張
って。道

城付近

▲  2000人を超えるボランティアが、各エイド
　  ステーションで選手のおもてなしや声援で
　  大会をサポート（神成エイドステーション）

　１８ 
　１９ 
　２０ 
　２３ 
　２６ 
　２８ 
　３７ 
　５０ 
　５３ 
　６０ 
　６６ 
　６９ 
　７１ 
　７６ 
　８０ 
　８１ 
　８４ 
　８５ 
　８６ 
　８７ 
　８８ 
　８９ 
　９４ 
　９８ 
１０２ 
１０３ 
１０７ 
１１３ 
１２３ 
１２８ 
１３０ 
１３６ 
１３７ 
１５１ 
１５２ 
１５６ 
１６０ 
１６２ 
１６４ 
 

白 渡 恭 兵  
伊 東 範 光  
松 橋 幸 也  
佐 藤 誠  
片 岡 透  
櫻 田 雅 人  
上 杉 潤  
鈴 木 雅 隆  
掘内美香子 
澤 藤 晃  
畠 山 暑 志  
斉 藤 定 雄  
三 沢 茂 孝  
齊 藤 建 一  
松 橋 康 浩  
永 坂 洋 男  
佐 藤 康 博  
柴 田 富 雄  
佐 藤 雅 彦  
小 塚 嘉 英  
能 登 谷 慎  
三 浦 淳 司  
吉田喜代志 
堀 内 清 美  
出 川 幸 将  
川 村 健 弘  
金 勝 彦  
嶺 脇 隆 史  
田 中 宏 明  
吉 田 里 美  
蒲 芳  
畠 山 博 樹  
松 橋 康 陽  
鈴 木 政 行  
工 藤 隆  
畠 山 辰 義  
柴 田 和 久  
宮 腰 敦  
原 田 潤 平  

100キロの部 
順位 氏　名 

▲愛娘たちと一緒にゴール！
　　　　　100キロの疲れも癒える

出走者　325人
完走者　254人

出走者　1277人
完走者　 739人

男女総合順位を掲載しています（色文字は女性）
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クマゲラの森再生プロジェクト／世界遺産フォーラム 

　
う
ま
い
！
を
明
日
へ
！
ク
マ
ゲ
ラ
の
森

再
生
プ
ロ
シ
ェ
ク
ト
が
10
月
２
日
、森
吉

山
麓
高
原
の
森
吉
山
野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー

近
く
で
行
わ
れ
、全
県
か
ら
約
２
４
０
人

が
参
加
し
、植
林
体
験
や
森
林
ガ
イ
ド
に

よ
る
散
策
な
ど
で
森
林
再
生
に
理
解
を
深

め
ま
し
た
。 

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

株
式
会
社（
泉
谷
直
木
代
表
取
締
役
社
長
）

よ
り
寄
付
を
い
た
だ
き
、県
、市
、商
工
会

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、森

吉
山
麓
に
関
係
す
る
諸
団
体
が
環
境
整
備

活
動
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。 

　
開
会
式
で
福
井
敬
二
・
県
森
林
整
備
課

長
は「
森
吉
山
は
ク
マ
ゲ
ラ
の
棲
む
豊
か

な
森
で
す
が
、以
前
牧
場
が
開
発
さ
れ
、森

の
繋
が
り
が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
。牧
場

と
し
て
使
わ
な
く
な
っ
た
部
分
を
森
に
再

生
す
る
こ
と
で
、森
の
繋
が
り
を
復
元
し
、

多
様
な
動
植
物
が
棲
む
こ
と
の
で
き
る
森

に
再
生
し
た
い
。今
日
は
、植
林
な
ど
を
通

し
て
自
然
を
楽
し
ん
で
満
喫
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
セ
レ
モ
ニ
ー
植
樹
で
は
、小
笠
原
明
士

さ
ん（
米
内
沢
小
）、藤
島
祐
人
さ
ん（
前
田

小
）、作
山
友
希
さ
ん（
阿
仁
合
小
）、菊
地

亮
太
さ
ん（
大
阿
仁
小
）が
林
業
普
及
指
導

員
か
ら
植
林
の
仕
方
を
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
ブ
ナ
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。 

　
植
樹
体
験
で
は
、参
加
者
が
４
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
、約
20
セ
ン
チ
丈
の

ブ
ナ
の
苗
を
、約
２
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
ス

コ
ッ
プ
で
苗
が
入
る
穴
を
掘
り
、養
土
な

ど
を
入
れ
て
、奥
森
吉
の
豊
か
な
森
の
再

生
に
繋
が
る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
な
が

ら
植
樹
し
ま
し
た
。  

　
そ
の
後
、参
加
者
へ
な
め
こ
汁
が
ふ
る

ま
わ
れ
、午
後
か
ら
は
森
林
ガ
イ
ド
付
き

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て
、ノ
ロ
川

源
流
桃
洞
滝
コ
ー
ス
、ブ
ナ
の
森
・
森
吉
山

の
魅
力
を
学
ぶ
コ
ー
ス
、ミ
ニ
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
と
森
の
工
作
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、

奥
森
吉
の
魅
力
を
体
感
し
ま
し
た
。 

う
ま
い
！
を
明
日
へ
！
ク
マ
ゲ
ラ
の
森
再
生
プ
ロ
シ
ェ
ク
ト 

失
わ
れ
た
森
林
を
再
生
し
よ
う 

　
世
界
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム「
ス
ト
ー
ン
サ
ー

ク
ル
の
や
く
わ
り
」が
９
月
19
日
、市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
、市
内
外
か
ら
約
１
０

０
人
が
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
縄
文
遺

跡
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
に
登
録
さ
れ
た「
北
海
道
・
北
東
北
を
中

心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」の
本
登
録
に
向

け
て
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
開
会
に
あ
た
り
、古
内
一
樹
・
県
教
育
庁

文
化
財
保
護
室
長
は「
縄
文
遺
跡
群
は
秋

田
県
、北
海
道
、青
森
県
、岩
手
県
の
４
道

県
が
共
同
で
提
案
し
て
い
る
も
の
で
、秋

田
県
で
は
大
湯
の
環
状
列
石
と
伊
勢
堂
岱

遺
跡
の
２
つ
で
す
。平
成
27
年
に
世
界
文

化
遺
産
の
登
録
を
目
指
し
、息
の
長
い
推

進
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
を
日
本
の
縄
文
文
化
の
代
表

す
る
遺
跡
と
し
て
、世
界
に
向
け
て
情
報

発
信
し
て
い
き
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
講
演
で
は
、は
じ
め
に
小
林
達
雄
・
國
學

院
大
學
名
誉
教
授
が「
縄
文
人
が
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
に
求
め
た
も
の
」と
題
し
て
、

縄
文
人
の
生
活
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら「
縄

文
人
は
地
形
や
特
色
で
場
所
を
選
び
、住

み
続
け
る
こ
と
に
よ
り
愛
着
を
持
ち
、そ

こ
に
記
念
物
を
造
っ
た
。記
念
物
は
単
な

る
遺
跡
で
な
く
、現
在
の
生
活
環
境
、生
活

景
観
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」な
ど
と

説
明
し
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、中
村
大
・
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
研
究
員
が「
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を

な
ぜ
そ
こ
に
造
っ
た
の
か
」と
題
し
て
、遺

跡
の
分
布
の
研
究
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら

「
米
代
川
流
域
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
は

遺
跡
の
密
集
地
に
多
い
。他
地
域
で
は
、密

集
地
以
外
の
も
の
も
あ
り
、場
所
選
び
に

特
性
が
あ
り
、縄
文
人
の
考
え
方
が
わ
か
っ

て
く
る
の
で
は
」な
ど
と
説
明
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、事
例
発
表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、縄
文
遺
跡
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

世
界
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
の
や
く
わ
り
」 

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て 

▲ブナの苗を植樹し、森林再生に繋げた
　クマゲラの森再生プロジェクト

▲「ストーンサークルのやくわり」について
　学んだ世界遺産フォーラム
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第４回あきた南北ジュニア強化サッカー交流大会／市長ダイアリー 

◇
９
月
16
日
～
10
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

市議会第５回臨時会（議事堂） 市議会第５回臨時会（議事堂） 市議会第５回臨時会（議事堂） 

▲100キロマラソン後夜祭でランナー
たちを讃える市長（９/26）

９
月
16
日（
木
）▽
平
成
22
年
９
月
定
例
会
本
会
議
一
般
質
問（
議
事
堂
）

17
日（
金
）▽
平
成
22
年
９
月
定
例
会
本
会
議
一
般
質
問（
議
事
堂
）

19
日（
日
）▽
世
界
遺
産
登
録
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム（
文
化
会
館
）▽
鷹
巣
地
区
敬
老
式

（
中
央
公
民
館
） 

21
日（
火
）▽「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」鷹
巣
地
区
合
同
出
発
式（
本
庁
舎
） 

25
日（
土
）▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
第
20
回
大
会
前
夜
祭（
仙
北
市
） 

26
日（
日
）▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
第
20
回
大
会
表
彰
式
、後
夜
祭

（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

27
日（
月
）▽
平
成
22
年
９
月
定
例
会
本
会
議
最
終
日（
議
事
堂
） 

29
日（
水
）▽
第
１
５
５
回
秋
田
県
市
長
会
定
例
会（
能
代
市
） 

30
日（
木
）▽
平
成
22
年
度
消
費
者
問
題
研
修
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

10
月
1
日（
金
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
公
立
米

内
沢
病
院
） 

２
日（
土
）▽「
う
ま
い
！
を
明
日
へ
！
ク
マ
ゲ
ラ
の
森
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」植
樹

イ
ベ
ン
ト（
森
吉
山
麓
高
原
） 

８
日（
金
）▽
米
内
沢
財
産
区
管
理
委
員
選
任
書
交
付
式（
本
庁
舎
） 

９
日（
土
）▽
鷹
巣
農
林
高
校
閉
校
式（
同
校
）▽
伊
勢
堂
の
森
を
語
る
会（
中
央
公

民
館
） 

10
日（
日
）▽
鷹
巣
高
校「
思
い
出
を
語
る
会
」

祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

11
日（
月
）▽
第
４
回
あ
き
た
南
北
ジ
ュ
ニ
ア

強
化
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会（
鷹
巣
高
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
） 

13
日（
水
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組

合
正
副
管
理
者
会
議（
公
立
米
内
沢
病

院
）▽
第
25
回
記
念
全
国
臨
書
模
刻
展

受
賞
報
告（
本
庁
舎
） 

14
日（
木
）▽
第
１
５
７
回
東
北
市
長
会
総
会

（
福
島
市
） 

　
第
４
回
あ
き
た
南
北
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
サ
ッ

カ
ー
交
流
大
会（
も
み
じ
カ
ッ
プ)

が
10
月

11
日
、鷹
巣
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

仙
北
市
、大
仙
市
な
ど
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
が
内
陸
線
を
利
用
し
て
北
秋
田
市
を
訪

れ
、県
北
の
チ
ー
ム
と
サ
ッ
カ
ー
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、秋
田
内
陸
線
の
利
活
用
に

寄
与
し
、サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
少
年
少
女

た
ち
の
健
全
な
心
身
の
育
成
と
発
達
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
主

催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。５
月
に
は「
さ
く

ら
カ
ッ
プ
」と
し
て
仙
北
市
で
行
わ
れ
、県

北
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
内
陸
線
を
利
用

し
て
サ
ッ
カ
ー
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。  

　
大
会
に
は
、仙
北
市
、大
仙
市
な
ど
県
南

か
ら
５
チ
ー
ム
、大
館
市
や
鹿
角
市
、能
代

市
な
ど
県
北
か
ら
５
チ
ー
ム
の
10
チ
ー
ム

が
参
加
。８
人
制
で
前
後
半
10
分
ず
つ
を

２
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
分
か
れ
、午
前
中

は
予
選
リ
ー
グ
、午
後
か
ら
順
位
決
定
リ
ー

グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は「
県
南
の
選
手
の
皆
さ
ん
、

朝
早
く
か
ら
内
陸
線
を
利
用
し
て
北
秋
田

に
お
越
し
い
た
だ
き
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

内
陸
線
沿
線
に
は
、森
吉
山
や
マ
タ
ギ
文

化
、伊
勢
堂
遺
跡
、大
太
鼓
の
館
な
ど
た
く

さ
ん
の
文
化
が
あ
り
ま
す
。家
族
で
楽
し

ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。こ
の
機
会
に
更

に
交
流
を
深
め
て
、サ
ッ
カ
ー
の
技
術
の

向
上
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」な
ど
と

選
手
ら
を
歓
迎
し
ま
し
た
。  

　
選
手
宣
誓
で
は
、大
館
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
キ
ャ
プ
テ
ン
細
川
康
介
さ
ん

が「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
二
分
に
発

揮
し
、最
後
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
る
ま
で
、

正
々
堂
々
戦
い
ぬ
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。  

　
最
初
は
、前
日
の
雨
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
い
所
も
あ
り
ま
し
た

が
、天
気
も
回
復
し
、選
手
た
ち
は
、家
族

ら
の
大
き
な
声
援
を
受
け
て
、フ
ィ
ー
ル

ド
を
駆
け
巡
り
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。 

第
４
回
あ
き
た
南
北
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会 

内
陸
線
を
利
用
し
て
サ
ッ
カ
ー
交
流 

▲10チームが参加した「第４回あきた南北
　ジュニア強化サッカー交流大会」
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ちいきの話題 ちいきの話題 ちいきの話題 

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
市
民
ら
の
健
康
増
進
を

図
る「
奥
森
吉
ウ
オ
ー
ク
」が
10
月
21
日
、森
吉

山
野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
行
わ
れ
、市
民

ら
約
１
５
０
人
が
参
加
し
て
健
康
の
維
持
と

増
進
に
努
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、爽
や
か
な
秋
空
が
広
が
り
、ウ

オ
ー
キ
ン
グ
日
和
。参
加
者
ら
は
、準
備
運
動

し
た
あ
と
、自
身
の
体
力
に
合
わ
せ
て
桃
洞
の

滝
コ
ー
ス（
８
・
５
キ
ロ
）と
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
周

辺
コ
ー
ス（
３
キ
ロ
）に
分
か
れ
て
、鳥
獣
セ
ン

タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
周
辺
は
、ブ
ナ
の
紅
葉
が
真
っ
盛
り
、木
々

の
す
き
間
か
ら
木
漏
れ
日
が
差
し
込
み
、赤
や

黄
色
に
染
ま
っ
た
葉
っ
ぱ
を
明
る
く
照
ら
し

ま
す
。参
加
者
は
、森
の
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
軽
快
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。ゆ
っ
く
り
と
し
た

ペ
ー
ス
で
気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

▲紅葉の奥森吉で健康増進した奥森吉ウ
オーク

紅葉の奥森吉で爽やかウオーキング ●奥森吉ウオーク

　
森
吉
山
ダ
ム
四
季
美
湖
ま
つ
り
が
10
月
17

日
、同
ダ
ム
周
辺
で
行
わ
れ
、市
民
ら
約
１
０

０
人
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
乗
船
し
て
、

紅
葉
が
始
ま
っ
た
ダ
ム
湖
を
満
喫
し
ま
し
た
。  

　
参
加
者
は
ダ
ム
湖
畔
ウ
オ
ー
ク
と
カ
ヌ
ー
・

ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
の
希
望
者
に
分
か
れ
て
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
ダ
ム
湖
畔
ウ
オ
ー
ク
に
は
約
70
人
が
参
加
。

コ
ー
ス
は
、広
報
館
か
ら
ダ
ム
湖
畔
を
ゆ
っ
く

り
周
回
す
る
約
10
キ
ロ
。ダ
ム
堤
体
内
部
の
通

路
を
対
岸
ま
で
通
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

紅
葉
や
ダ
ム
湖
畔
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
カ
ヌ
ー
・
ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
に
は
、約
30
人

が
参
加
。自
身
で
パ
ド
ル
を
使
っ
て
湖
面
を
漕

い
で
、ダ
ム
堤
体
近
く
か
ら
森
吉
山
大
橋
周
辺

ま
で
約
１
時
間
の
乗
船
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

▲ウオーキングやカヌー乗船で楽しんだ
四季美湖まつり

ウオーキングとカヌーを楽しむ ●森吉山ダム四季美湖まつり

　
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
が
認
め
ら

れ
功
労
者
表
彰（
県
知
事
表
彰
）を
受
賞
し
た

「
西
っ
子
ま
も
る
隊（
佐
藤
光
悦
・
坊
沢
地
区
自

治
会
長
）」が
10
月
18
日
、市
役
所
を
訪
れ
、津

谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
同
隊
は
、児
童
の
見
守
り
活
動
や
あ
い
さ
つ

運
動
、地
域
の
危
険
箇
所
の
点
検
や
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
佐
藤
会
長
は「
受
賞
は
普
段
の
活
動
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
、西
小
学
校
区
全
体
の
励
み
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
地
域
で
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
り
た
い
」な
ど
と
報
告
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は「
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
や
活

動
を
見
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
高
齢
者
の
安
心
に
も
な
り
ま
す
。益
々

地
域
全
体
の
活
動
と
し
て
継
続
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
祝
福
し
ま
し
た
。 

▲功労者表彰の受賞を市長に報告した西っ
子まもる隊の佐藤会長と成田副会長

安全・安心まちづくりで功労者表彰 ●西っ子まもる隊
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大
相
撲
秋
場
所
で
敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
郷

土
力
士
豪
風
関
が
９
月
28
日
、市
役
所
を
訪
れ
、

津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
９
月
に
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
た
大
相
撲

秋
場
所
に
お
い
て
、豪
風
関
は
12
勝
３
敗
と
自

己
最
多
タ
イ
記
録
と
な
る
白
星
を
上
げ
、平
成

20
年
１
月
の
初
場
所
以
来
、２
回
目
と
な
る
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
豪
風
関
は「
良
い
結
果
に
な
っ
た
の
は
、稽
古

が
順
調
だ
っ
た
か
ら
。地
元
の
巡
業
は
、自
分
に

と
っ
て
い
い
支
え
に
な
り
、今
場
所
の
活
躍
に

繋
が
っ
た
。こ
れ
か
ら
も
、し
っ
か
り
稽
古
し

て
精
進
し
ま
す
」な
ど
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は「
敢
闘
賞
受
賞
お
め
で
と
う
。

地
元
で
の
巡
業
後
の
場
所
だ
っ
た
の
で
、豪
風

関
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
た
。こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
と
激
励
し
ま
し
た
。 ▲津谷市長に敢闘賞受賞を報告する豪風関

豪風関が秋場所で敢闘賞を受賞 ●津谷市長に受賞を報告

　
第
６
回
北
秋
田
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
０
が
10
月
２
日
、鷹
巣
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、参
加
し
た
約
３
０
０
人
の
市
民
が
健

康
講
座
や
健
康
測
定
な
ど
で
健
康
づ
く
り
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。  

　
フ
ェ
ス
タ
で
は「
ラ
ジ
オ
体
操
１
０
０
日
運

動
」、「
７
５
２
０
よ
い
歯
の
認
定
」、「
５
ゼ
ロ

Ｇ
Ｏ
！
歯
っ
ぴ
ー
キ
ッ
ズ
」の
受
賞
者
の
表
彰

や
心
と
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
水
科
江

利
子
さ
ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
内
に
は
健
康
測
定
コ
ー
ナ
ー
や
生
活

習
慣
病
予
防
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、来

場
者
は
体
力
測
定
や
血
圧
測
定
、健
康
指
導
で

自
分
の
体
調
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
の
実
技
指
導
、親
子
リ
ズ
ム
体
操
教
室
な
ど

も
行
わ
れ
、心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。 ▲健康づくりへの理解を深めた、健康・スポー

ツフェスタ２０１０

心と体をリフレッシュ ●健康・スポーツフェスタ２０１０

　
第
24
回
も
り
よ
し
合
唱
祭
が
10
月
３
日
、森

吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、市

内
外
か
ら
出
演
し
た
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
８

団
体
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。 

　
合
唱
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、る
・
そ
れ

い
ゆ
、コ
ー
ル
・
も
り
よ
し
、コ
ー
ル
・
せ
せ
ら

ぎ
の
合
同
合
唱
で「
四
季
の
歌
」を
堂
々
歌
い

あ
げ
て
花
々
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
出
演
団
体
の
ト
ッ
プ
を
飾
っ
た
の
は
、市
内

の
保
育
園
児
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
、は

ま
べ
の
う
た
キ
ッ
ズ
で「
赤
い
鳥
小
鳥（
作
曲
‥

成
田
為
三
）」な
ど
を
子
ど
も
ら
し
く
元
気
に

歌
い
ま
し
た
。 

　
中
盤
で
は
、後
藤
惣
一
郎
・
浜
辺
の
歌
音
楽

館
名
誉
館
長
の
指
揮
に
よ
り「
浜
辺
の
歌
」を

出
演
者
全
員
で
歌
い
、為
三
の
曲
の
素
晴
ら
し

さ
を
共
感
し
ま
し
た
。 

▲後藤名誉館長の指揮で「浜辺の歌」を全員
で合唱した第24回もりよし合唱祭

美しいハーモニー響く ●第24回もりよし合唱祭
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学びの広場 

ふ
る
さ
と
の
文
化
財 

ふ
る
さ
と
の
文
化
財 

ふ
る
さ
と
の
文
化
財 
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仏
像
に
つ
い
て 

　
阿
仁
前
田
地
区
国
道
１
０
５
号
線
か

ら
森
吉
ダ
ム
に
向
か
っ
て
間
も
な
く
右

折
、小
又
川
を
渡
っ
て
阿
仁
川
に
沿
っ
て

進
む
と
五
味
堀
地
区
に
至
り
ま
す
。五
味

堀
神
明
社
正
面
の
左
側
に
五
味
堀
菩
薩

堂
が
建
立
さ
れ
、御
堂
の
中
の
須
弥
壇
に

仏
像
６
体
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。照
明

器
具
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
仏
像

の
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、左
側

か
ら「
毘
沙
門
天（
多
聞
天
）」、「
虚
空
蔵

菩
薩
」、「
普
賢
菩
薩
」、「
文
殊
菩
薩
」「
観

音
菩
薩
」「
地
蔵
菩
薩
」で
す
。こ
れ
ら
は

蓮
華
や
白
象
、獅
子
な
ど
の
上
に
乗
っ
て

い
ま
す
。以
前
は
も
う
一
体
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
毘
沙
門
天
」（
多
聞
天
）

の
高
さ
は
台
座
を
含
め
て
約
67
㎝
、本
体

は
55
㎝
あ
り
ま
し
た
。四
天
王
の
一
人
で

北
方
の
世
界
や
財
宝
を
守
る
神
様
と
し

て
大
事
に
さ
れ
、手
に
は
宝
塔
と
宝
棒（
鉢
）

を
も
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
仏
像
は
寄

せ
木
造
り
で
江
戸
時
代
中
期
の
作
品
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、は
っ
き
り
し
た

こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
仏
像
は
地
域
の
人
々
の
信
仰
の
対
象

で
あ
り
、そ
の
昔
阿
仁
鉱
山
の
関
係
者

や
遠
方
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が

参
拝
に
来
た
と
い
い
ま
す
。 

五
味
堀
菩
薩
堂（
大
日
堂
）に
つ
い
て 

　
修
験
道
の
仏
寺
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
ま
す
が
、こ
こ
に
道
端
な
ど
に

あ
っ
た
相
善
様
や
塞
の
神
、金
毘
羅
様
、

八
聖
山
碑
な
ど
す
べ
て
を
移
動
し
て
い

ま
す
。鎮
守
の
森
、神
様
た
ち
の
団
地
と

い
っ
て
い
ま
す
。神
明
社
の
棟
札
に
は
、

「
文
政
３（
１
８
２
０
）年
４
月
24
日
菩

薩
堂
一
宇
再
建
し
奉
る
」と
記
録
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。神
社
は
神
明
造
り
で

は
な
く
仏
閣
造
り
で
、菩
薩
様
を
入
れ

た
御
堂
で
し
た
。 

▽
平
成
５
年
５
月
14
日
指
定 

▽
資
料
／
故
春
日
堅
蔵
氏（
五
味
堀
）作

成
資
料 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
　
照
内
捷
二 

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財
（
工
芸
） 

▲五味堀　仏像６体

 

　
秋
田
市
河
辺「
山
の
學
校
」の
代
表
者
、そ

し
て
登
山
家
で
も
あ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ

イ
タ
ー
の
藤
原
優
太
郎
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

国
道
１
０
５
号
線
・
大
覚
野
峠
の
今
昔
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
当
日
は
、大
阿
仁
小
学
校
の
児
童
や
地
元

の
方
々
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
も
あ
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ
お
話

し
下
さ
い
。 

日
時
　
11
月
17
日（
水
）午
後
１
時
40
分
～ 

場
所
　
大
阿
仁
小
学
校
体
育
館 

講
師
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー 

　
　
　
　
藤
原
優
太
郎
さ
ん 

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

   

対
象
　
小
学
生
以
上（
午
前・午
後
と
も
25
名
）

日
時
　
11
月
20
日（
土
） 

　
　
　
午
前
の
部
　
午
前
８
時
30
分
～
12
時 

　
　
　
午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分 

集
合
　
中
央
公
民
館（
バ
ス
に
て
移
動
） 

見
学
場
所
　
胡
桃
館
遺
跡
出
土
品
収
蔵
庫

　（
綴
子
）長
岐
邸（
七
日
市
）金
家
住
宅（
本
城
） 

参
加
料
　
無
料 

参
加
申
込
及
び
締
切
　
11
月
19
日（
金
） 

　
正
午
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

伝
え
よ
う
！
お
ら
家
の
味
を
子
や
孫
へ

　
地
域
に
根
ざ
す「
伝
統
食
文
化
」と
し
て
、

『
漬
け
物
』の
良
さ
を
子
や
孫
へ
伝
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時
　
12
月
12
日（
日
） 

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

　
　
　（
作
品
受
付
　
午
前
９
時
～
） 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

出
品
者
　
北
秋
田
市
民
・
上
小
阿
仁
村
民 

　
　
　
　
※
一
人
何
点
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

部
門
　
①「
自
由
食
材
」漬
け
物
部
門 

　
　
　
②「
白
菜
」を
使
っ
た
漬
け
物
部
門 

応
募
　
各
公
民
館
に
あ
る
応
募
用
紙
に
ご
記

　
　
　
入
の
う
え
12
月
６
日（
月
）ま
で
に
お

　
　
　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

主
催
　
北
秋
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会 

  

日
時
　
11
月
14
日（
日
） 

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時 

場
所
　
阿
仁
公
民
館 

内
容
　
○
作
品
展
示 

　
　
　
○
郷
土
芸
能
、ス
テ
ー
ジ
発
表 

　
　
　
○
食
堂
・
バ
ザ
ー 

阿
仁
地
区
文
化
交
流
の
つ
ど
い 

◎
問
合
せ

82-

２
２
２
０ 

第
４
回
『
漬
け
物
コ
ン
ク
ー
ル
』
作
品
募
集 

○
「
仏
像
」
６
体 

◇
所
在
地
・
五
味
堀

◇
管
理
者
・
五
味
堀
神
社

文
化
の
つ
な
が
り
を
ち
か
ら
に

　
　
　
～
ご
来
場
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
～

が 

っ 

こ 

◎
問
合
せ

62-

１
１
３
０ 

北
秋
田
の
建
造
物
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー 

◎
問
合
せ

62-

６
６
１
８ 

え 

阿
仁
公
民
館
公
開
講
座 

◎
問
合
せ

82-

２
２
２
０ 

「
大
覚
野
峠
の
今
昔
」
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●公民館活動　●生涯学習 
●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 
北秋田市教育委員会 

　高鷹大学では、今年度の社会見学を内陸線を利用
して行いました。鷹巣駅から阿仁合駅までゆっくり
と列車の旅を満喫しました。受講生はそれぞれ、数十
年前、通学や通勤に利用していたことなどを懐かし
みながら話をしていました。阿仁合駅の鉄道基地では、
車両の特徴や整備の様子を見学し、質問したり、運転
席で記念写真を撮る姿も見られました。 
　また、阿仁スキー場ではゴンドラで山頂駅舎まで
移動し、大自然の中で広大なパノラマと始まったば
かりの紅葉を観賞しました。 
　今回の社会見学では「俳句」「川柳」「短歌」「絵」「写真」
など、思い思いの作品を描写するという宿題も課せ
られ、久しぶりの「宿題」に苦戦しながらも、それぞれ

すばらしい作品を生み出していました。これらの作
品は10月15日から開催された「学園祭」で展示され、
鑑賞に訪れた人たちの目をひときわ引きつけました。 

▲　阿仁合駅で説明を受ける参加者

中
央
公
民
館
公
開
講
座 

◎
申
込
み・問
合
せ

62-

１
１
３
０ 

「
１
０
０
㌔
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

　
　
　
　
　
　
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
」

 

　
地
元
で
活
躍
し
て
い
る
岩
本
俊
悦
さ
ん

に
、１
０
０
㌔
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

に
か
け
た
情
熱
、そ
し
て
20
回
大
会
を
終
え

た
今
の
心
境
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。 

日
時
　
11
月
11
日(

木
）午
後
１
時
30
分
～ 

場
所
　
中
央
公
民
館 

講
師
　
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ 

　
　
　
１
０
０
㌔
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン 

　
　
　
事
務
局
長
　
岩
本
俊
悦
さ
ん 

   

日
時
　
11
月
28
日(

日
）午
前
10
時
～ 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
○
ゲ
ス
ト
団
体
の
ス
テ
ー
ジ 

　
　
　
○
各
団
体
の
歌
や
踊
り
な
ど
の
ス

　
　
　
　
テ
ー
ジ
発
表 

　
　
　
○
書
道
や
絵
な
ど
の
作
品
展
示 

　
　
　
○
食
堂
・
売
店（
お
餅
・
ケ
ー
キ
） 

入
場
　
無
料 

 

合
川
公
民
館
公
開
講
座 

◎
問
合
せ

78-

２
１
１
４ 

　 日
時
　
11
月
26
日(

金
） 

　
　
　
午
前
10
時
～
12
時
30
分 

場
所
　
合
川
公
民
館 

講
師
　
大
館
市
中
山
そ
ば
の
会 

定
員
　
15
人（
先
着
順
） 

内
容
　
新
そ
ば
粉
を
使
っ
て
手
打
ち
そ
ば   

      

作
り
を
体
験
し
ま
す
。 

材
料
費
　
１
５
０
０
円 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

申
込
期
限
　
11
月
18
日（
木
） 

  

日
時
　
12
月
２
日（
木
） 

　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

場
所
　
合
川
公
民
館 

講
師
　
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
荒
川 

定
員
　
15
人（
先
着
順
） 

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
リ
ー
ス
飾
り
を    

      

作
り
ま
す
。 

材
料
費
　
１
２
０
０
円 

持
ち
物
　
ワ
イ
ヤ
ー
切
用
ハ
サ
ミ 

　
　
　
　（
あ
る
人
の
み
） 

申
込
期
限
　
11
月
19
日（
金
） 

 

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
講
座

手
打
ち
そ
ば
づ
く
り
講
座

も
り
よ
し
文
化
交
流
会 

◎
問
合
せ

72-

３
２
５
９ 

多
彩
な
芸
術
発
表

                

　
～
気
軽
に
ご
来
場
を
～

高鷹大学「社会見学」 
～内陸線とゴンドラの旅～ 



フ 

ト 

け 

ち 

▲迫力満点の全員合唱～森吉中

っ 

▲癒される箏の調べ～森吉中

▲手拍子とともに合川音頭～合川中 ▲華麗なバチさばきマタギ太鼓～阿仁中

▲多彩な演奏で聴衆を魅了～鷹巣南中▲美味しいカレーです～鷹巣南中

▲将来の夢はアイドル歌手～鷹巣西小▲英会話や組体操にチャレンジ～米内沢小

秋の学校行事特集 

ォ 

す 
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　市内の各小中学校では、９月から10月
にかけて、元気溢れる学習発表会や思考を
凝らした学校祭が行われました。児童・生
徒の頑張りを写真で紹介します。

▲低学年全員で「夢
に向かって」～浦田

小

▲２年生の
ドリームキ

ッズコンサ
ート～合川

北小

▲花笠音頭で盛り上げました～綴子小

▲１年生の劇「おむすび
ころりん」～合川東小

▲全校児童で「雨ニモマケズ」を群読～合川南小

▲５年生の劇「空気がなくなる日」～阿仁合小

学校行事特集 秋の学校行事特集 

秋のフォトスケッチ 秋のフォトスケッチ 秋のフォトスケッチ 
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市
内
の
４
高
校
で
は
統
合
を
前
に
、そ
れ
ぞ
れ

歴
史
や
伝
統
を
振
り
返
え
る
な
ど
閉
校
記
念
事

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

鷹
巣
農
林
高
校
で
は「
閉
校
式
」と「
思
い
出
を

語
る
会
」が
10
月
９
日
に
行
わ
れ
、地
域
と
歩
ん

だ
１
世
紀
の
歴
史
と
伝
統
を
振
り
返
え
り
な
が

ら
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

　
同
校
は
、明
治
42
年
に
本
県
と
し
て
は
初
め
て

の
郡
立
実
業
学
校
と
な
る
北
秋
田
郡
立
農
林
学

校
と
し
て
開
校
。大
正
２
年
に
県
立
農
林
学
校
と

し
て
新
校
舎
が
現
在
の
伊
勢
堂
岱
に
完
成
し
ま

し
た
。昭
和
42
年
に
普
通
科
、家
政
科
が
県
立
鷹

巣
高
等
学
校
と
し
て
分
離
・
独
立
し
、今
日
ま
で

農
林
専
門
高
校
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、佐
藤
英
樹
校
長
が「
創
立
当
時
か

ら
、歴
代
の
校
長
を
始
め
教
職
員
が
献
身
的
に
生

徒
の
指
導
に
あ
た
り
、１
万
６
千
有
余
名
を
輩
出

し
、各
分
野
で
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
、全
国

で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。同

窓
生
の
皆
さ
ん
、お
互
い
に
学
ん
だ
時
代
は
違
え

ど
学
舎
で
の
素
晴
ら
し
い
一
コ
マ
一
コ
マ
を
後

世
に
末
永
く
語
り
継
い
で
く
だ
さ
い
。在
校
生
の

皆
さ
ん
、豊
か
な
未
来
を
担
う
た
め
地
域
を
支
え

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、自
分
の
役
割
を

果
た
し
て
く
だ
さ
い
。１
・
２
年
生
は
統
合
後
の

伊
勢
堂
の
森
で
学
べ
る
喜
び
を
か
み
し
め
、夢
の

実
現
に
向
け
て
自
分
の
可
能
性
を
追
い
求
め
て

く
だ
さ
い
」な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
来
賓
と
し
て「
農
と
林
の
実
学
を

修
め
る
学
校
と
い
う
特
色
を
発
揮
し
な
が
ら
、地

域
と
の
関
わ
り
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。地
域
に
愛
さ
れ
、地
域
の
誇
り
と
し
て

歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
学
校
が
統
合
に
よ
り

名
前
が
な
く
な
る
こ
と
は
大
変
寂
し
い
思
い
が

す
る
が
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
伝
統
は
新
た
に
秋

田
北
鷹
高
校
へ
と
確
実
に
引
き
継
が
れ
、さ
ら
に

大
き
く
発
展
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、３
年
生
の
岩
本
大
幸
生
徒
会
長
が「
諸

先
輩
が
築
か
れ
た
伝
統
と
歴
史
、こ
の
校
舎
で
過

ご
し
た
日
々
は
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
い
つ
ま
で

も
私
た
ち
の
母
校
と
し
て
存
在
し
続
け
る
こ
と

と
思
い
ま
す
」な
ど
と
在
校
生
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

　
合
川
高
校
で
は
８
月
15
日
、鷹
巣
高
校
で
は
10

月
10
日
に
そ
れ
ぞ
れ「
思
い
出
を
語
る
会
」が
実

施
さ
れ
、地
域
の
方
々
や
同
窓
生
、旧
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。米
内
沢
高
校
で
は
10
月
30
日
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、各
校
の
歴
史
あ
る
学
校
行
事
も
今
回
が

最
後
と
し
て
実
施
さ
れ
、統
合
に
向
け
た
交
流
事

業
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

各
校
で   

閉
校
記
念
事
業 
各
校
で   

閉
校
記
念
事
業 
各
校
で   

閉
校
記
念
事
業 
統
合
を
前
に 
統
合
を
前
に 
統
合
を
前
に 

▲　鷹巣高校の思い出を語る会

▲　米内沢高校の今年で最後の全校着付け大会 ▲　合川高校のさよならイベント「地域探訪」

▲　鷹巣農林高校の閉校式

市
内
の
４
校 

市
内
の
４
校 

県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校・県
立
鷹
巣
高
等
学
校

県
立
米
内
沢
高
等
学
校・市
立
合
川
高
等
学
校

　広報きたあきた　22．11．１  14

来
春
開
校「
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
」 

来
春
開
校「
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
」 

来
春
開
校「
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
」 

▲　木のぬくもりが伝わる新校舎を見学

　
平
成
23
年
度
開
校
予
定
の
秋
田
北
鷹
高
等
学

校
は
、市
内
の
４
校
を
統
合
し
、平
成
23
年
４
月

に
開
校
し
ま
す
。 

■
建
設
中
の
校
舎
は 

　
校
舎
は
現
在
、鷹
巣
農
林
高
等
学
校
敷
地
内
に

建
設
中
で
、教
室
・
管
理
棟（
Ｒ
Ｃ
造
・
一
部
鉄
骨

３
階
建
て
、建
築
面
積
２
、９
４
９
・
32
㎡
、延
床

面
積
８
、４
５
９
㎡
）、体
育
館
棟（
Ｒ
Ｃ
造
・
一
部

鉄
骨
２
階
建
て
、建
築
面
積
３
、１
４
５
㎡
、延
床

面
積
４
、４
８
６
・
95
㎡
）で
年
内
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。グ
ラ
ン
ド
な
ど
含
め
た
全
体
の
整
備

計
画
は
平
成
24
年
の
12
月
の
完
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

■
名
称
は

　
公
募
さ
れ
た
中
か
ら『
北
』は
北
国
、秋
田
県
の

北
に
位
置
し
、北
秋
田
市
に
設
置
、『
鷹
』は
学
校

が
設
置
さ
れ
る
鷹
巣
地
区
と
大
空
に
力
強
く
舞

う
鷹
を
か
け
た
意
味
を
も
ち「
秋
田
」を
冠
に
つ

け
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
通
じ
て
、

全
国
に
学
校
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
の
意
気
込

み
を
表
す「
秋
田
北
鷹
」に
決
定
し
て
い
ま
す
。  

■
学
科
や
コ
ー
ス
は 

　
学
科
の
編
成
は
、普
通
科（
５
学
級
）、生
物
資

源
科（
１
学
級
）、緑
地
環
境
科（
１
学
級
）か
ら
成

り
、普
通
科
に
は「
特
別
進
学
コ
ー
ス
」「
文
系
コ
ー

ス
」「
理
系
コ
ー
ス
」「
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
」「
ス
ポ
ー

ツ
コ
ー
ス
」が
、緑
地
環
境
科
に
は「
環
境
土
木
コ
ー

ス
」「
森
林
環
境
コ
ー
ス
」が
設
置
さ
れ
ま
す
。統

合
校
の
基
本
理
念
は「
新
し
い
時
代
を
創
造
す
る

人
間
の
育
成
」と
し
、教
育
目
標
と
し
て 

「
21
世
紀
の
県
北
に
活
力
を
与
え
、県
北
地
区
の

核
と
な
る
学
校
を
目
指
す
」な
ど
と
し
て
い
ま
す
。 

■
説
明
会
と
見
学
会

　
10
月
16
日
に「
地
域
・
高
校
入
試
説
明
会
」が
鷹

巣
農
林
高
等
学
校
で
開
か
れ
、中
学
校
の
生
徒
や

保
護
者
、地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
が
建
設
中
の
新

校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、白
山
雅
彦
・
県
教
育
庁
高
校
教
育

課
長
が「
統
合
の
協
議
会
の
中
で
、こ
の
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
百
年
先
を
見
通
し
て
素

晴
ら
し
い
学
校
を
創
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
。地
元
の
声
を
活
か
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。生
徒
の
学
び
の
ニ
ー
ズ
、進
も
う
と

し
て
い
る
道
も
多
様
で
、そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
学

校
に
し
た
い
。在
校
生
た
ち
も
新
し
い
学
校
の
ス

タ
ー
ト
に
向
け
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。高
校
進

学
は
将
来
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
の
第
１
歩
。夢

を
実
現
で
き
る
高
校
の
選
択
肢
の
一
つ
に
是
非

秋
田
北
鷹
高
校
を
。秋
田
北
鷹
高
校
に
入
り
北
秋

田
を
支
え
、北
秋
田
か
ら
秋
田
、日
本
、世
界
で
活

躍
す
る
人
材
と
し
て
羽
ば
た
い
て
い
く
思
い
を

持
ち
な
が
ら
是
非
こ
の
学
校
に
来
て
い
た
だ
き

た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
説
明
会
で
は
、学
校
説
明
と
高
校
入
試
に
つ
い

て
担
当
者
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
説
明
。そ

の
後
に
新
校
舎
の
一
部
の
内
覧
会
が
行
わ
れ
、約

３
０
０
人
の
参
加
者
が
新
し
い
教
室
、第
１
ア
リ
ー

ナ
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。 

▲　スライドで新校の概要を説明▲　入学式などが行われる第１アリーナ

講堂棟
教室棟

実習棟 体育館棟

管理棟 セミナーハウス

ほ
く
よ
う 
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平
成
22
年
３
月
22
日
、旧
鷹
巣
町
、合
川
町
、森
吉
町
及
び
阿
仁
町
が
合
併
し
北

秋
田
市
が
誕
生
し
て
か
ら
５
年
を
迎
え
ま
し
た
。市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
に
、「
自
然
」「
ひ
と
」の
調
和
に
ぬ
く
も
り
あ
る
交
流
都
市
を
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
像
に
掲
げ
、各
事
業
等
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
歩
み
な

ど
を
広
報
で
の
話
題
な
ど
か
ら
振
り
返
っ
て
見
ま
し
た
。

( １)
 

　
平
成
十
七
年

■
３
月

22
日
　
北
秋
田
市
開
庁
式
　 

　
　
　
人
口
が
告
示（
４
２
、０
５
０
人
） 

   
28
日
　「
マ
タ
ギ
特
区
」が
構
造
改
革
特
区

　
　
　
に
認
定
　 

29
日
　
第
１
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
議
会 

■
４
月

1
日
　
阿
仁
森
吉
商
工
会
開
所
 

     
17
日
　
秋
田
県
知
事
選
挙
、北
秋
田
市
長
選

　
　
　
挙（
新
市
長
に
岸
部
陞
氏
当
選
）　
 

■
５
月

13
日
　
第
2
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
議
会
 

　
　
　（
助
役
に
佐
藤
修
助
氏
、教
育
長
に

　
　
　
三
澤
仁
氏
を
選
任
） 

28
日
　
第
56
回
秋
田
県
植
樹
祭
が
あ
き
た

　
　
　
北
空
港「
ふ
れ
あ
い
緑
地
広
場
」で

　
　
　
開
催 

■
６
月

４
日
　
23
年
完
成
目
指
し
森
吉
山
ダ
ム
定

　
　
　
礎
式
 

■
７
月

3 
日
　
北
秋
田
市
農
業
委
員
選
挙
告
示
　

　
　
　（
無
投
票
で
30
人
当
選
） 

22
日
　
第
32
回
東
北
総
合
体
育
大
会
フ
ェ

　
　
　
ン
シ
ン
グ
競
技
が
開
催（
～
３
日
） 

■
８
月

4
日
　
ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
青
少

　
　
　
年
交
流
団
表
敬
訪
問
 

15
日
　
新
市
で
初
の
北
秋
田
市
成
人
式（
４
 
 

 
 
 
８
４
人
が
新
成
人
） 

■
９
月

１
日
　
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
設
 

　
　
　
立
総
会
 

2
日
　
第
32
回
東
北
総
合
体
育
大
会
山
岳
及

　
　
　
び
バ
レ
ー
競
技
が
開
催（
～
４
日
） 

３
日
　
第
32
回
東
北
総
合
体
育
大
会
ア
ー

　
　
　
チ
ェ
リ
ー
競
技
が
開
催（
～
４
日
） 

■
10
月

3
日
　
市
章
制
定（
１
０
１
９
点
の
応
募
） 

　
　
　
大
太
鼓
の
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
 

 
7
日
　
北
秋
田
市
誕
生
記
念
式
典
 

           

29
日
　
旧
町
ご
と
各
地
区
で
産
業
祭
文
化

　
　
　
祭
が
開
催（
～
11
月
6
日
） 

■
11
月
 

１
日
　
大
館
能
代
空
港
大
阪
便
通
年
運
行

　
　
　
再
開
 

9
日
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
会
場
に
県
立

　
　
　
北
欧
の
杜
公
園
が
決
定
 

12
日
　
鷹
巣
中
央
児
童
館
竣
工
式
 

28
日
　
新
基
本
構
想
審
議
会
ス
タ
ー
ト
 

 　
　
　
　
　
　
 

　
平
成
十
八
年

■
１
月

21
日
　
第
１
回
北
秋
田
市
縄
文
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

■
2
月 

7
日
　
第
55
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

　
　
　
大
会
ス
キ
ー
競
技
で
鷹
巣
農
林
高

　
　
　
校
が
総
合
優
勝
 

  
10
日
　
ト
リ
ノ
五
輪
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
競
技
に

　
　
　
阿
仁
出
身
の
高
橋
大
斗
、小
林
範
仁
両

　
　
　
選
手
が
出
場
し
大
健
闘（
～
26 
日
） 

■
3
月

１
日
　
北
秋
田
市
体
育
協
会
が
発
足
 

26
日
　
合
併
後
初
の
北
秋
田
市
議
会
議
員

　
　
　
選
挙（
新
議
員
26
人
誕
生
）　
 

31
日
　
脇
神
森
林
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

■
４
月

1
日
　
市
の
花「
あ
じ
さ
い
」、鳥「
ク
マ
ゲ
ラ
」、

　
　
　
木「
ぶ
な
」、「
市
民
憲
章
」を
制
定
 

９
日
　
桃
栄
多
目
的
集
会
施
設
竣
工
式
 

12
日
　「
ひ
ま
わ
り
の
家
」入
館
者
が
70
万

　
　
　
人
を
達
成
 

北
秋
田
市
誕
生
か
ら
五
年
の
あ
ゆ
み 
北
秋
田
市
誕
生
か
ら
五
年
の
あ
ゆ
み 
北
秋
田
市
誕
生
か
ら
五
年
の
あ
ゆ
み 
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■
６
月

1
日
　
北
秋
田
市
観
光
協
会
が
発
足
 

3
日
　
北
秋
田
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

■
８
月

2 
日
　
市
営
住
宅
上
杉
駅
前
団
地
完
成
 

5 
日
　
賑
わ
い
創
出
目
指
し「
や
る
べ
シ
ョ
ッ

　
　
　
プ
」オ
ー
プ
ン
 

■
９
月

1
日
　
合
川
歴
史
民
俗
資
料
室
オ
ー
プ
ン
 

3
日
　
第
1
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
 

■
10
月

4
日
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
北
秋
田
市
実

　
　
　
行
委
員
会
設
立
 

12
日
　
県
道
鷹
巣
川
井
堂
川
線
芹
沢
バ
イ

　
　
　
パ
ス
供
用
開
始
 

14
日
　
前
田
小
学
校
・
前
田
保
育
園
・
前
田

　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
竣
工
式
 

   
28
日
　
第
1
回
北
秋
田
市
産
業
祭
開
催
 

　
　
　（
～
29
日
） 

■
11
月

3
日
　
第
1
回
北
秋
田
市
文
化
祭
開
催
 

　
　
　（
～
5
日
） 

 
14
日
　
全
国
植
樹
祭
の
愛
称
が「
森
っ
ち
」 

　
　
　
に
決
定
 

■
12
月
 

１
日
　
市
民
憲
章
碑
除
幕
式
 

           4
日
　
国
道
１
０
５
号
米
内
沢
バ
イ
パ
ス

　
　
　
開
通
式
 

　
　
　
　
 

 

　
平
成
十
九
年

■
１
月

14
日
　
高
野
尻
集
落
開
拓
60
周
年
祝
賀
会

22
日
　
イ
タ
リ
ア・ト
リ
ノ
で
行
わ
れ
た
ユ

　
　
　
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
で
湊
祐
介

　
　
　
選
手（
阿
仁
出
身
）ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
　
　
複
合
で
金
メ
ダ
ル
獲
得 

■
2
月 

25
日
　
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

　
　
　
ウ
ム
 

■
3
月

17
日
　
鷹
巣
南
中「
竜
森
寮
」閉
寮
式
 

25
日
　
市
立
竜
森
簡
易
保
育
園
閉
園
式
　
 

■
４
月

1
日
　
掛
泥
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
 

　
　
　
認
定
こ
ど
も
園「
し
ゃ
ろ
ー
む
」・
た

　
　
　
か
の
す
幼
稚
園
開
園
 

５
日
　
四
季
美
館
に
観
光
案
内
所
設
置
　
 

15
日
　
神
成
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

■
５
月

25
日
　
プ
レ
植
樹
祭「
み
ど
り
の
集
い
」と

　
　
　
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
～
27
日
） 

■
９
月

17 
日
　
記
録
的
な
豪
雨
が
本
市
を
直
撃
。阿
仁

　
　
　
川・米
代
川
の
氾
濫
で
甚
大
な
被
害
 

           
  
19 
日
　
秋
田
わ
か
杉
国
体
炬
火
採
火
式
 

29 
日
　
秋
田
わ
か
杉
国
体
開
幕（
～
10
月
9
日
） 

　
　
　
山
岳（
縦
走
）森
吉
山
特
設
コ
ー
ス

　
　
　
山
岳（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）森
吉
ス
ポ
ー

　
　
　
ツ
公
園・バ
レ
ー
ボ
ー
ル
鷹
巣
体
育

　
　
　
館
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
合
川
体
育
館
・

　
　
　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
阿
仁
吉
田
特
設
ア
ー

　
　
　
チ
ェ
リ
ー
競
技
場
　
 

■
10
月

12
日
　
秋
田
国
際
木
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

19
日
　
森
吉
山
ダ
ム
堤
体
盛
立
完
了
式
 

■
11
月

4
日
　
市
内
初
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
開
催
 

28
日
　
北
秋
田
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
設
立
 

■
12
月

５
日
　
北
秋
田
市
民
病
院
起
工
式
　
 

 
13
日
　
市
内
４
地
区
の
移
動
行
政
懇
談
会

　
　
　
始
ま
る（
～
25
日
） 

 
14
日
　
市
内
３
商
工
会
が
合
併
調
印
式
 

 　
 　平
成
二
十
年

■
１
月

18
日
　
森
吉
山
ダ
ム
付
替
県
道
比
内
森
吉
線

　
　
　
の
橋
梁
と
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
決
定

■
３
月 

 
29
日
　
商
店
街
活
性
化
を
目
指
し
ポ
イ
ン

　
　
　
ト
カ
ー
ド
事
業
ス
タ
ー
ト
 

30
日
　
認
定
こ
ど
も
園「
し
ゃ
ろ
ー
む
」竣
工
式
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北
秋
田
市
誕
生
か
ら 

　
　
　
　
五
年
の
あ
ゆ
み 

( ２)
 

    
　
平
成
二
十
年

  
■
４
月

1
日
　
北
秋
田
市
商
工
会
が
発
足
 

　
　
　
街
な
か
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン
 

    
23
日
　
北
秋
田
市
う
め
ー
も
ん
キ
ャ
ラ
バ

　
　
　
ン
隊
旗
揚
げ
 

24
日
　
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
が
開
園
 

28
日
　
大
館
能
代
空
港
の
乗
降
客
数
１
５

　
　
　
０
万
人
を
突
破
 

           29
日
　
市
道
平
里
線
平
里
橋
竣
工
式

■
５
月

10
日
　「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
」オ
ー
プ
ン
 

21
日
　「
た
か
の
す
モ
ー
ル
」オ
ー
プ
ン
 

25
日
　
全
県
商
工
会
お
も
て
な
し
ま
つ
り
 

30
日
　
森
吉
山
ダ
ム
付
替・県
道
比
内
森
吉
 

　
　
　
線
開
通
式
 

■
６
月

５ 
日
　「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」グ
ラ

　
　
　
ン
ド
オ
ー
プ
ン

10 
日
　
市
道
大
野
台
幹
線
開
通
 

15 
日
　
天
皇
皇
后
陛
下
ご
臨
席
の
下
、第
59 

　
　
　
回
全
国
植
樹
祭
が
県
立
北
欧
の
杜

　
　
　
公
園
で
開
催
 

          　
 

20 
日
　
北
秋
田
市
遺
族
連
合
会
発
足
 

29 
日
　
北
秋
田
市
農
業
委
員
一
般
選
挙

■
７
月

15 
日
　
七
日
市・長
岐
邸
で
長
岐
貞
治
顕
彰

　
　
　
碑
移
転
記
念
式
典
 

20 
日
　
大
館
能
代
空
港「
開
港
10
周
年
記
念

　
　
　
感
謝
祭
」 

■
８
月

25 
日
　
北
秋
田
・
仙
北
両
市
民
、秋
田
市
で

　
　
　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
存
続
ア
ピ
ー

　
　
　
ル
行
進
 

■
９
月

21 
日
　
竜
森
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記

　
　
　
念
式
典

23 
日
　
北
秋
田
広
域
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

　
　
　
タ
ー
竣
工
式

26 
日
　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
含
む「
北
海
道
・

　
　
　
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
郡
」が
世
界
遺

　
　
　
産
暫
定
リ
ス
ト
に
追
加
登
録
決
定
 

            28 
日
　
3
年
ぶ
り
に
復
活「
第
18
回
１
０
０

　
　
　
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

■
10
月

２ 
日
　
日
中
友
好
青
年
交
流
之
碑
除
幕
式

13 
日
　
全
国
植
樹
祭
開
催
記
念「
水
と
緑
の

　
　
　
森
林
祭
」（
～
13
日
）

17 
日
　
本
城
の
金
家
住
宅
国
の
重
要
文
化

　
　
　
財
に
指
定
 

25 
日
　
鷹
巣
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典

■
11
月
 

16 
日
　
川
井
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

17 
日
　
阿
仁
川
河
川
災
害
復
旧
助
成
事
業

　
　
　
安
全
祈
願
式
　
　
　
 

■
12
月

20 
日
　
坊
山
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
 

 　
平
成
二
十
一
年

■
1
月

29 
日
　
平
成
20
年
度
雪
崩
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
２
月

８ 
日
　
森
吉
山
ダ
ム
の
利
活
用
を
考
え
る

　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

26
日
　
阿
仁
出
身
・
小
林
範
仁
、湊
祐
介
両

　
　
　
選
手
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
世

　
　
　
界
選
手
権
大
会
の
複
合
団
体
で
金

　
　
　
メ
ダ
ル
 

■
３
月 

  
12
日
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
御
製
碑
除
幕
式
 

   
19
日
　
胡
桃
館
遺
跡
が
国
の
重
要
文
化
財

　
　
　
に
指
定
 

   
21
日
　
竜
森
小
学
校
閉
校
式
 

           
   
29
日
　
南
鷹
巣
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
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■
４
月

1
日
　
市
役
所
機
構
改
革
に
よ
り
各
支
所

　
　
　
が
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
 

12
日
　
秋
田
県
知
事
選
挙
、秋
田
県
議
会
議

　
　
　
員
補
欠
選
挙
、北
秋
田
市
長
選
挙
、

　
　
　
北
秋
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙（
新

　
　
　
市
長
に
津
谷
永
光
氏
当
選
） 

■
５
月

８
日
　
第
2
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
議
会
 

　
　
　（
副
市
長
に
佐
藤
唯
直
氏
、教
育
長

　
　
　
に
三
澤
仁
氏
を
選
任
）           

31
日
　
幸
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
 

■
６
月

７
日
　
第
５
回
全
国
山
菜
文
化
産
業
祭
 

23
日
　
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実

　
　
　
証
プ
ラ
ン
ト
竣
工
式
 

           
 
27
日
　
マ
タ
ギ
サ
ミ
ッ
ト
in
阿
仁

■
７
月

１ 
日
　
J
R
糠
沢
駅
改
築
記
念
式
典
 

3 
日
　
北
秋
田
地
区
統
合
高
校（
仮
称
）建

　
　
　
設
工
事
で
安
全
祈
願
 

14
日
　
八
幡
宮
綴
子
神
社
例
大
祭
、鎮
座
１

　
　
　
３
５
０
年
式
年
大
祭（
～
16
日
） 

■
８
月

4 
日
　
栄
憩
い
の
森
公
園
管
理
棟
完
成
式

15
日
　
阿
仁
鉱
山
７
０
０
年
祭（
～
16
日
）

■
９
月

17
日
　
糠
沢
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

26
日
　
主
要
地
方
道
鷹
巣
川
井
堂
川
線・都

　
　
　
市
計
画
道
路
太
田
川
口
線
開
通
式
 

           ■
10
月

１
日
　
北
秋
田
市
民
病
院
基
本
協
定
調
印
式
 

 
6
日
　
秋
田
大
学
と
の
連
携
協
定
締
結
式
 

10
日
　
県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
創
立
百

　
　
　
周
年
記
念
式
典
 

18
日
　
鷹
巣
東
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年

　
　
　
記
念
式
典
 

■
11
月
 

４
日
　
第
１
３
３
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会

　
　
　
の
開
催
地
が
北
秋
田
市
に
決
定
 

８
日
　
旧
竜
森
小
跡
地
が「
竜
森
小
公
園
」に
 

20
日
　
市
民
病
院
市
民
見
学
会（
～
22
日
） 

　
　
　
　
　
　
 

　
平
成
二
十
二
年

■
１
月

12
日
　 

高
速
道
路
整
備
促
進
県
北
大
会

16
日
　 

米
内
沢
本
郷
会
館
竣
工
式 

20
日
　 

森
吉
山
ダ
ム
湛
水
式 

■
2
月 

12
日
　
阿
仁
出
身
高
橋
大
斗
・
小
林
範
仁
・

　
　
　
湊
祐
介
選
手
、合
川
出
身
鈴
木
芙
由

　
　
　
子
選
手
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
で
活

　
　
　
躍（
～
21
日
） 

　
　
　
秋
田
内
陸
線
全
線
開
業
20
周
年
記

　
　
　
念
式
典
、県
、北
秋
田
市
、仙
北
市
及

　
　
　
び
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
の
４
者
に
お

　
　
　
け
る
基
本
合
意
書
の
調
印
式
 

■
3
月

６
日
　
浦
田
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
 

７
日
　
今
泉
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
 

14
日
　
北
秋
田
市
民
病
院
竣
工
式
 

           28
日
　
北
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
 

31
日
　
北
秋
中
央
病
院
閉
院
式

■
４
月

1
日
　
北
秋
田
市
民
病
院
開
院
 

　
　
　
バ
ス・乗
合
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
開
始
 

　
　
　
秋
田
内
陸
活
性
化
本
部
設
置
 

15
日
　
北
秋
田
地
区
統
合
高
校
の
名
称
が

　
　
　「
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
」に
決
ま
る
 

29
日
　
マ
タ
ギ
の
湯
別
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
オ
ー
プ
ン
 

■
５
月

12
日
　
第
１
３
３
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会

　
　
　
北
秋
田
市
協
賛
会
の
設
立
総
会
 

■
７
月

26 
日
　
中
国
普
蘭
店
市
訪
問
団
来
市
 

■
８
月

11
日
　
大
相
撲
夏
巡
業
の
北
秋
田
場
所
開
催
 

24
日
　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
入
館
者
数
15
万

　
　
　
人
を
達
成

■
９
月

12
日
　
道
の
駅「
大
館
能
代
空
港
」開
所
 

26
日
　
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ

　
　
　
ン
第
20
回
記
念
大
会
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

■公民館 
中央公民館      ６２－１１３０ 
【ロビー展】高鷹大学習字クラブ 
▼11/８（月）母と子のわくわく広場
＝10:00～11:30 
▼11/13（土）「史談会」文化祭協賛行
事＝13:30～15:00 
▼11/14（日）「ダンスの夕べ」文化祭
協賛行事＝18:00～21:00 
合川公民館　　  ７８－２１１４ 
【ロビー展】▼合川公民館定期講座
作品展（～11/11）▼合川華道会（11/12
～11/16）▼織姫クラブ（11/17～） 
▼11/26（金）手打ちそば作り講座＝
10:00～12:30 
▼12/１（水）クリスマスリース作り
講座＝19:00～20:30 
森吉公民館　　  ７２－３２５９ 
▼11/９（火）米粉クッキング＝10:00
～13:00 
▼11/13（土）ふるさと料理の会収穫
祭＝11:30～13:30 
▼11/15（月）森吉大学学習会＝13:30
～15:00 
▼11/28（日）もりよし文化交流会＝
10:00～15:00 
阿仁公民館　　　 ８２－２２２０ 
▼11/12（金）大阿仁学校支援本部事業
祖父母交流会「昔遊び」＝10:00～12:00 
▼11/14（日）阿仁文化交流のつどい＝
演示10:00～17:00、展示9:00～15:00 
▼11/24（水）阿仁生き活き大学第４
回学習会「移動研修」＝8:30～16:00 

■文化会館　 ６２－３３１１ 
▼10/30（土）～11/５（金）第133回秋
田県種苗交換会式典等～入場無料 
▼10/20（水）～11/10（水）世界遺産
縄文ルネサンス事業展示会「秋田の土
偶展」＝9:00～17:00～入場無料 
▼11/13（土）第５回浜辺の歌音楽祭
＝10:00～入場無料 
▼11/20（土）鷹巣農林高等学校吹奏
楽部「定期演奏会」＝14:00～　300円 
▼11/20（土）おはなしでてこい＝14:00～ 
▼11/21（日）前進座公演・古典落語「井戸
の茶碗」より「くず～い屑屋でござい」＝
14:00～　　2500円、高校生以下1000円 
▼11/23（火）第20回北秋田祇園太鼓
審査会＝14:00～入場無料 
▼11/28（日）第31回助けあい婦人芸
能祭＝9:00～　　700円 

 

　 
藤本ひろかつ
千 葉 て ん ま
佐 藤 こ お
藤 本 り く
畠 山 ゆ い
堀 内 り こ
中 嶋 ゆ う あ
佐 藤 え み な
春 日 あ や は
佐 藤 ゆ ら ら
村 上 ひ な た
寺 田 あ ん じ
飯村しょうま 
　 　  
安 東 ゆ き や
金 田 さ き
片 岡 ゆ め
柴 田 ゆ う と
木村しょうたろう
木 村 ひ な
佐々木はると
福 森 あ か り
工 藤 し ん
櫻井こうせい
伊 藤 き ず な  
　 
松橋しゅんや
土 屋 か い り
疋 田 ゆ い
千 葉 じ ょ う
芳 賀 だ い ご
高田たいじゅ
松 岡 そ ら
　堰こうすけ
坂 谷 ゆ づ き
成 田 ま い
岩 谷 か ほ
森 川 か ん な
熊谷りゅうき
岸きょうすけ
熊 谷 ゆ う と
浅 野 そ ら
浅 野 ゆ う た

 
松 沢
東中岱
前 野
前 野
住吉町
旭 町
川 口
南鷹巣
高野尻
花園町
掛 泥
大 町
伊勢町 
 
田 中
西根田
上羽立
梅 栄
松ヶ丘
松ヶ丘
木戸石
新 町
大 岱
合 川
明 田  
 
摩 当
材木町
東中岱
横 渕
南鷹巣
深 関
今 泉
伊勢町
西上綱
根木屋敷
あけぼの町
元 町
大 町
大 町
あけぼの町
七日市
伊勢町

むし歯のない子 
（３歳児健診） 

■スポーツ  ６２－３８００ 
▼11/9（火）～11（木）第35回森吉
地区夫婦バレーボール大会＝森吉
総合スポーツセンター 
▼11/14（日）合川少年ドッジボー
ル大会＝合川体育館 
▼11/17（水）～19（金）平成22年度
鷹巣地区バスケットボール選手権
大会＝鷹巣体育館 
▼11/19（金）北秋田市ながなわと
び大会＝合川体育館 
▼11/21（日）ユニカール協会員親
睦大会＝鷹巣体育館 
▼11/23（火）中学校新人バレーボー
ル森吉大会＝森吉総合スポーツセ
ンター 
▼11/28（日）第２回北秋田市民バレー
ボール大会＝鷹巣体育館 

ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 

 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 

ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん 
ちゃん

日時　11月19日（金） 19時～ 
場所　合川体育館 
参加資格　１チーム14人（男
女年齢は問いません）※内、補欠２人 
内容　３回飛んだ内、多い２
回の合計で競います 
申込締切　11月11日（木） 
※開催要項・申込書は、合川体
育館にあります 
　　　合川体育館 78-2178

北秋田市ながなわとび 
大会参加チームを募集！

北秋田市民プール　   6 2 - 5 0 0 1

※各教室の詳細はお問い合わせください

問
営業時間／10 : 0 0～2 1: 0 0  （月～金） 
　　　　　10 : 0 0～17 : 3 0  （土～日） 
■プール利用 
　小学生　  10 0円 
　中学生　20 0円 
　高校生　30 0円 
　一　般　50 0円 

■トレーニング利用 
　小学生  利用不可 
　中学生　         5 0円 
　高校生　 10 0円 
　一　般　20 0円 

▼プール教室・・・・・・・・10教室 
▼トレーニング教室・・４教室 

各種教室開催中！ 

問 申

料

前売

前売

■11月19日（金）全血 【鷹巣・合川地区】
鷹巣高校 
10時～11時50分 

市役所合川庁舎 
15時～16時 

合川高校 
13時10分～14時50分 

▼７月13日の健診 

▼９月１日の健診 

▼９月14 日の健診 
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お・知・ら・せ 

健
　
康 

　
健
康
推
進
課
　
62-

６
６
６
６ 

問

　
母
子
健
康
手
帳
交
付 

期
日
　
11
月
１
日（
月
）、８
日（
月
）、 

15
日（
月
）、22
日（
月
）、29
日（
月
） 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

時
間
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
50
分
か
か
り
ま

す
。余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い 

　
11
月
の
乳
児
健
診・相
談 

   

▽
４
か
月
児
健
康
診
査 

　
期
日
　
11
月
30
日（
火
） 

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
～
13
時 

　
対
象
　
平
成
22
年
７
月
生
ま
れ
の
子 

▽
７
か
月
児
育
児
相
談 

　
期
日
　
11
月
11
日（
木
） 

　
受
付
時
間
　
９
時
45
分
～
10
時 

　
対
象
　
平
成
22
年
４
月
生
ま
れ
の
子 

▽
10
か
月
児
健
康
診
査 

　
期
日
　
11
月
11
日（
木
） 

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
～
13
時 

　
対
象
　
平
成
22
年
１
月
生
ま
れ
の
子 

　
ポ
リ
オ
予
防
接
種 

期
日
　
11
月
18
日（
木
） 

時
間
　
13
時
～
13
時
30
分 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、予
診
票 

 

　
健
康
相
談 

期
日
　
11
月
18
日（
木
） 

時
間
　
10
時
～
11
時
30
分 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
等 

持
ち
物
　
健
康
手
帳（
初
め
て
の
方
は
不
要
） 

　
自
殺
予
防
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
ご
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

期
日
　
12
月
１
日（
水
） 

時
間
　
13
時
30
分
～
15
時
45
分 

場
所
　
交
流
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
▽
基
調
講
演
＝「
そ
の
ま
ま
の

あ
な
た
が
す
ば
ら
し
い
・
命
の
大
切
さ
」

講
師
＝
坂
本
尚
志
氏（
さ
か
も
と
動
物

病
院
院
長
）▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝「
自
殺

予
防
！
こ
こ
ろ
と
命
を
守
る
取
り
組
み
」 

対
象
　
一
般
市
民
　
参
加
料
　
無
料 

※
阿
仁
、森
吉
、合
川
地
区
は
バ
ス
が
出

ま
す（
乗
車
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
） 

　
　
　
健
康
推
進
課 

62-

６
６
６
６ 

　
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会 

期
日
　
11
月
19
日（
金
） 

時
間
　
13
時
～
15
時 

場
所
　
交
流
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で

す（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
） 

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い 

　
に
じ
色
リ
ボ
ン（
食
育
キ
ッ
ズ
）

　
参
加
者
募
集 

日
時
　
11
月
26
日（
金
）　
10
時
～
13
時 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
入
園
前
の
幼
児
と
そ
の
家
族

内
容
　
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
＆
ク
ッ
キ
ン
グ 

参
加
料
　
無
料 

持
ち
物
　
内
履
き
、着
替
え
、エ
プ
ロ
ン
、

お
し
ぼ
り
、子
供
用
箸
や
ス
プ
ー
ン
等 

申
込
締
切
　
11
月
16
日（
火
） 

※
地
区
ご
と
に
バ
ス
の
送
迎
も
利
用
で

き
ま
す（
要
予
約
） 

　
　
　
健
康
推
進
課 

62-

６
６
６
６ 

　
女
性
の
が
ん
検
診（
無
料
ク
ー
ポ

　
ン
券
）は
受
け
ま
し
た
か
？ 

　
子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
使
用
期
限
ま
で
残
り
２
ヶ
月

に
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

早
め
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。受
診
時
は

医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

利
用
期
限
　
平
成
22
年
12
月
末 

申
問

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他 

■11月10日（水）全血 【鷹巣地区】
大館能代空港ターミナル 
10時～12時 

鷹巣技術専門校 
13時10分～14時40分 

マックスバリュたかのす店 
15時～16時 

 

申
問

　今回新たに加わった 
肺炎球菌は、細菌によ 
る子どもの感染症の二 
大原因菌の一つです。 
　この菌は子どもの多くが鼻の奥に保菌し
ていて、ときに細菌性髄膜炎、菌血症、肺炎、
副鼻腔炎、中耳炎などを発病します。 
　予防接種は、感染症から子どもとその周
囲の人々の健康を守る非常に効果の高い予
防手段の一つです。 
■助成期間　平成23年3月31日まで 
■対 象 者　３ヶ月児～９歳児以下 
■実施方法　受託医療機関での個別方式 
■助成金額　初回のみ 4,000円 
　　　　　　２回目以降は、１回 3,000円 
■接種回数　標準接種回数は４回ですが、
接種開始年齢によって回数が異なりますの
で、かかりつけ医にご相談ください。 
■手続き等　接種料金は医療機関により異
なります。差額分を接種時にお支払いくだ
さい。市外の医療機関で接種する場合は、健
康推進課までお問い合わせください。 
　　健康推進課　 62-6666

任意予防接種の費用を助成しています 
小児用肺炎球菌ワクチンが新たに加わりました 

問

第3 5回 地域の医療を考える集い 

日時　11月20日（土） 14時～16時 ※入場無料 
場所　大館市立中央公民館 ２階 
講師　杉山孝博氏（川崎幸クリニック院長） 
　　（社）大館北秋田医師会　 0186-43-4511

テーマ「家族が認知症になったとき」

問
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

 

　
新
規
高
校
卒
業
予
定
者 

　
全
県
合
同
就
職
面
接
会
の
開
催 

期
日
　
11
月
25
日（
木
） 

時
間
　
13
時
～
16
時（
受
付
は
正
午
か
ら
） 

場
所
　
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル（
秋
田
市
） 

内
容
　
来
春
の
高
卒
予
定
者
と
県
内
事

業
所
を
対
象
と
し
た
面
接
会 

入
場
料
　
無
料 

申
込
み
　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
県
内
事

業
所
は
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
て
申

込
み
く
だ
さ
い（
秋
田
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
） 

申
込
期
限
　
11
月
12
日（
金
） 

　
　
　
秋
田
県
雇
用
労
働
政
策
課 

　
　
　

０
１
８-

８
６
０-

２
３
３
６ 

  

　
年
末
調
整
関
係
説
明
会
の
開
催

期
日
　
11
月
19
日（
金
） 

時
間
　
１
回
目
＝
10
時
～
、２
回
目
＝

14
時
～（
各
回
30
分
前
に
開
場
） 

場
所
　
大
館
市
民
文
化
会
館 

対
象
　
官
公
庁
、法
人
及
び
個
人（
白
色

申
告
者
）の
源
泉
徴
収
義
務
者 

持
ち
物
　
年
末
調
整
関
係
書
類 

※
個
人
の
青
色
申
告
者
へ
の
説
明
会
は

別
途
開
催
し
ま
す 

　
　
大
館
税
務
署
法
人
課
税
部
門 

　
　
　
　

０
１
８
６-

42-
０
６
７
１ 

　
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル『
パ
ソ
コ
ン
教
室
』

▼
ワ
ー
ド
で
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
講
座 

期
日
　
11
月
18
日（
木
）、22
日（
月
） 

　
　
　
　
　
25
日（
木
）、29
日（
月
） 

時
間
　
18
時
30
分
～
20
時
30
分 

場
所
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

内
容
　
ワ
ー
ド
で
チ
ラ
シ
を
作
る 

定
員
　
10
人（
申
込
多
数
は
抽
選
） 

受
講
料
　
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
） 

申
込
期
限
　
11
月
８
日（
月
） 

※
パ
ソ
コ
ン
の
持
参
可
能
で
す 

　
　
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　

78-

９
２
９
０

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間 

期
間
　
11
月
15
日（
月
）～
21
日（
日
） 

時
間
　
８
時
30
分
～
19
時（
平
日
）、 

　
　
　
10
時
～
17
時（
土
曜
日
曜
） 

内
容
　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
、職
場
で
の
差
別
、セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
相
談 

相
談
員
　
法
務
局
職
員
、人
権
擁
護
委
員 

※
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、年
間
を
通
じ
て

相
談
受
付
中
。期
間
以
外
は
、平
日
の
み

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
の
相
談
で
す 

　
　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

　
　
　

０
５
７
０-
０
７
０-

８
１
０

　
第
10
回
心
い
き
い
き
芸
術・文
化
祭
に

　
出
展
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す 

　
作
品
は
、12
月
９
日（
木
）か
ら
10
日（
金
）

ま
で
、秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ

に
展
示
さ
れ
ま
す
。 

募
集
内
容
　
絵
画
、彫
刻
、工
芸
、手
芸
、

書
道
、写
真
、陶
芸
、Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト 

応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
障
害
の

あ
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
制
作
し

た
作
品
で
、１
人
ま
た
は
１
グ
ル
ー
プ

で
１
点
の
応
募
と
し
ま
す 

作
品
規
格
　
▼
平
面
作
品
＝
１
５
０
cm

×
１
５
０
cm
以
内
で
総
重
量
10
㎏
以
内

▼
立
体
作
品
＝
幅
、奥
行
、高
さ
が
各
１

５
０
cm
以
内
、総
重
量
30
㎏
以
内
▼
前

記
述
に
当
て
は
ま
ら
な
い
作
品
＝
お
お

よ
そ
１
５
０
cm
×
１
５
０
cm
以
内 

申
込
締
切
　
11
月
15
日(

月) 

　
　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班 

　
　
　  

　
　
　
　
　    

62-

６
６
３
７ 

お
知
ら
せ 

問

申
問

問

人権擁護委員の委嘱発令 人権擁護委員の委嘱発令 
　市の人権擁護委員 
について、平成22年 
10月１日付で法務大 
臣の委嘱発令があり 
ましたのでお知らせします。 

【退任】土佐 和子 氏（森吉地区） 
【新任】石　 幾子 氏（森吉地区） 
※人権擁護委員の任期は３年です 

　　生活課地域推進班　 62-6628問

11月７日～13日は「秋の火災予防運動」 
統一標語「消したかな」あなたを守る合言葉 統一標語「消したかな」あなたを守る合言葉 

必ずチェック最低賃金！時間額「６４５円」 
　11月３日から秋田県の最低賃金が改正
されます。最低賃金は、県内すべての労
働者に適用され、労使合意の上であった
としても、最低賃金額以上の賃金を支払
わないことは、最低賃金法違反です。 
　　秋田労働局賃金室　 018-883-4266問

消費生活相談の出張相談を行います 
　消費生活相談窓口では、「サービスや商
品に関するトラブル」「悪質商法」「多重債
務」「製品事故」に関しての相談をおこな
っていますが、事情により相談窓口へ来
庁できない場合は最寄りの庁舎や公民館
に出張しますので、ご相談ください。 
また、相談窓口では出前講座も実施して
いますので、お気軽にご連絡ください。 
　　生活課地域推進班　 62-6628問

申
問

問 男女共同参画社会づくり基礎講座 
　「自分の周りの人達を意識しながら、思
いやりの心で接することのできる社会」
を目指して基礎講座を開催します。 
日時　11月23日（火）　13時～ 
場所　北秋田市交流センター 
内容　人権作文、あきたＦ・Ｆ推進員山田
博康氏の講演、介護相談の紹介、パネルトー
ク、マンドリン演奏 
　　生活課地域推進班　 62-6628問

ぜひ、ご来場 
ください。
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地域包括支援センター　 69-7061申問

ふるさと料理の会 「収穫祭」 

期　日　11月13日（土） 
時　間　11時30分～13時30分
場　所　森吉コミュニティセンター 
内　容　地域料理の会食、会員による
　　　　アトラクションなど 
料　理　山菜の煮付けや赤飯などのふ
　　　　るさと弁当
参加費　１人　1,000円 
定　員　80人（先着順、事前に予約が必要です） 
申込締切　11月５日（金）まで 
　　　ふるさと料理の会［福岡］ 
090-9532-0133（日中） 78-2736（夜間） 

ふるさと料理の会 「収穫祭」 
　定期的な料理講習等を行い地域料理
の継承等を行っている「ふるさと料理
の会」では、地域料理を地域内外の方々
へ有料で提供する機会として「収穫祭」
を開催します。 
　山菜の煮付けや赤飯などのふるさと
弁当を味わってみませんか？ 

申問

　日ごろの介護を離れ、同じ介護者同士の情報交換や介護者の
リフレッシュを目的に、在宅介護者交流会を開催します。 
　皆さまのご参加をお待ちしています。 
◆対象者　在宅で高齢者を介護されている方 
◆内　容　健康相談(血圧測定や介護相談など)、昼食会、軽体操など 
◆参加費　無料　◆参加人数　各会場20人まで　※要申込み

期日　11月24日（水） 
時間　９時30分～14時 
場所　合川保健センター 
申込期限　11月10日（水） 

合
川
会
場 

期日　11月26日（金） 
時間　９時30分～14時 
場所　阿仁ふるさと文化センター 
申込期限　11月12日（金） 

阿
仁
会
場 

期日　12月７日（火） 
時間　９時30分～14時 
場所　森吉保健センター 
申込期限　11月30日（火） 

森
吉
会
場 

期日　12月13日（月） 
時間　９時30分～14時 
場所　中央公民館 
申込期限　11月30日（火） 

鷹
巣
会
場 

地域包括支援センター　 69-7061申問

在宅介護者交流会 参加者募集！ 在宅介護者交流会 参加者募集！ 

「出前！介護予防講座」 をご利用ください 「出前！介護予防講座」 をご利用ください 
転ばぬ先の ～みんなで動いて笑って元気 はつらつ！～ 転ばぬ先の 転ばぬ先の 

　イキイキとした生活を引き続き送っていただくためのヒント
になる教室です。仲間と一緒に「体を動かしてみませんか？」。 
■日時　月曜から金曜日の日中、１時間から１時間30分程度 
■場所　地域の会館等に出向きます（地域で実施しているサロ
ンや仲間同士の集まりなど） 
■料金　無料　　■対象　市内在住のおおむね65歳以上の方 
■内容　健康チェック（血圧測定）、椅子に座ったままでの体操（足
腰の運動）、お口の体操、認知症予防レクリエーションなど 
■申込み　希望する日の１か月前までに申込みください　 

　厳しい雇用失業情勢の中、卒業後も就職活動を継続中の新規学卒
者の方を正規雇用へ向けて育成する制度が創設されました。 
■３年以内既卒者トライアル雇用奨励金…▼有期雇用（原則３ヶ月）
で雇用し、その後正規雇用に移行させた事業主の方に奨励金を支給
します。有期雇用時は１人月10万円（最大３ヶ月）、正規雇用時は１人
50万円（正規雇用３ヶ月後）を支給。▼対象＝中学、高校、大学、大学院、
短大、高専、専修学校を卒業後３年以内の者を雇用した事業主 
■３年以内既卒者（新卒扱い）採用拡大奨励金…▼卒業後３年以内の
大学等の既卒者も応募可能な新卒求人を、ハローワークに提出し正
規雇用した事業主の方に100万円（正規雇用６ヶ月後、１事業所に１回）
を支給。▼対象＝大学、大学院、短大、高専、専修学校を卒業後３年以
内の者を雇用した事業主 
◎詳細はハローワーク鷹巣（ 60-1586）までお問い合わせください

事業主のみなさまへ  事業主のみなさまへ 

 

　
企
業
在
職
者
の
パ
ソ
コ
ン
教
室 

▼
ワ
ー
ド
業
務
管
理
文
書
作
成
講
習 

期
日
　
11
月
16
日（
火
）、17
日（
水
） 

内
容
　
図
系
列
的
写
真
の
管
理
方
法
や

取
り
込
み
デ
ー
タ
を
用
い
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
方
法
を
習
得 

テ
キ
ス
ト
代
　
無
料 

申
込
締
切
　
　
11
月
５
日（
金
） 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
初
級
講
習 

期
日
　
12
月
７
日（
火
）、８
日（
水
） 

内
容
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
の
基

礎
知
識
、基
本
操
作
、簡
単
な
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成 

テ
キ
ス
ト
代
　
２
６
２
５
円 

申
込
締
切
　
11
月
24
日（
水
） 

【
共
通
事
項
】 

場
所
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校 

時
間
　
９
時
20
分
～
16
時 

対
象
者
　
企
業
在
職
者
で
文
字
入
力
が

で
き
る
方 

定
員
　
各
講
習
10
人（
先
着
順
） 

　
　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校 
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３
５
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知
ら
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申
問



　広報きたあきた　22．11．１  24

＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

 

　「
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ

　
大
賞
２
０
１
０
」の
観
覧
を
募
集 

　
８
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、20
市
町

村
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。笑
い
、感
動
、

そ
し
て
心
温
ま
る
作
品
を
放
送
に
先
駆

け
、ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。 

収
録
日
時
　
11
月
23
日（
火
）　
13
時
～ 

収
録
場
所
　
秋
田
県
児
童
会
館（
秋
田
市
） 

応
募
方
法
　
は
が
き
裏
面
に
、住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
観
覧
希
望

人
数
を
明
記
の
上
、左
記
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。ま
た
、秋
田
朝
日
放
送
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
サ
イ
ト
か
ら
も
応
募

で
き
ま
す
。後
日
入
場
券
を
送
付
し
ま

す（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

応
募
締
切
　
11
月
10
日（
水
）必
着 

　
　
　
〒
０
１
０-

０
９
４
１
秋
田
市
川

尻
町
大
川
反
２
３
３-

２
０
９
／
秋
田
朝

日
放
送「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
観
覧
希
望
」

係
　
　

０
１
８-

８
８
８-

１
５
０
５ 

　「
オ
ゾ
ン
層
を
守
ろ
う
」キ
ャ
ラ
バ
ン
研
修
会 

　
地
球
温
暖
化
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る

「
フ
ロ
ン
」に
つ
い
て
、生
活
に
与
え
る

影
響
を
考
え
、確
か
な
知
識
と
適
正
な

回
収
・
破
壊
等
を
学
び
、オ
ゾ
ン
層
と
私

た
ち
の
生
活
に
影
響
な
ど
の
知
識
を
習

得
し
ま
し
ょ
う
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
11
月
27
日（
土
）　
13
時
～ 

場
所
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
桃
井
貴
子
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
気

候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
職
員
） 

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
あ
き
た
県
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
　

０
１
８-

８
３
９-

８
３
０
９ 

　
若
者
の
心
と
就
職
の
相
談
会（
無
料
） 

　
15
歳
か
ら
39
歳
の
若
者
に
対
す
る
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。 

日
時
　
11
月
20
日（
土
）　
13
時
～
16
時 

場
所
　
①
秋
田
県
北
部
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー（
大
館
市
）／
②
大
館
市
立
中

央
公
民
館（
大
館
市
） 

内
容
　
①
青
少
年
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン

指
導
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
練
習
／

②
家
族
対
象
で
体
験
談
等
の
話
し
合
い 

　
　
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
き
た 

　
　 

　  

０
１
２
０-

９
１
３-

８
５
４ 

お
知
ら
せ 

申
問

問

問

問

　犯罪や交通事故等による被害にあわれた本人や
そのご家族は、事件の直接被害だけでなく、経済的、
精神的そして周囲の配慮のない対応などで２次的
被害に苦しめられることも少なくなりません。 
　被害から立ち直り、再び地域において平穏に暮ら
せるようになるためには、周囲の正しい理解や思い
やりが必要です。犯罪被害者の置かれている状況を
理解し、地域全体で協力してあげましょう。 
　　生活課地域推進班　 62-6628

犯罪被害者週間 

秋田大学北秋田分校 開設記念講演会 

総合政策課政策班　　 62-6606 
秋田大学企画広報課　　 018-889-3019

11月25日から12月1日は 犯罪被害者週間 

問

　市では、秋田大学との連携協定に基づき、11月17
日に「秋田大学北秋田分校」を開設します。 
　また同日、分校開設記念にあたり講演会を開催し
ますので、皆様ぜひご参加ください。 

■期日　11月17日（水） 
■時間　15時～16時30分（14時15分開場） 
■場所　交流センター 講堂 
■講演　「わたしの小説の書き方」 
　　　　西木正明氏（秋田大学客員教授） 
　　総合政策課政策班　 62-6606問

分校開設記念特別企画「マタギ展」 
■期間　11月８日（月）～19日（金）　※平日開催 
■時間　10時30分～17時 
■場所　秋田大学インフォメーションセンター 
　　　　（秋田市手形学園町１－１ 秋田大学内） 

大館能代空港 大館能代空港 大館能代空港 耳より情報 耳より情報 

問 大館能代空港利用促進協議会　 0186-43-7072

 大館能代空港をご利用の方100名様に大館・北秋田
地域の「い～モノ」をプレゼント！ 
■対象期間（搭乗日）／応募期限 
　第１期　10月１日～10月31日／11月10日 
　第２期　11月１日～11月30日／12月10日 
　第３期　12月１日～12月25日／平成23年１月11日 
■対象者　「大館能代空港ファンクラブ」の会員で、
期間内に大館能代空港発着便を利用し、応募した方 
■プレゼント商品／当選者数　 
　第１期　内陸線オリジナルグッズＢＯＸ／30名様 
　第２期　大館曲げわっぱ（カップ１客）／30名様 
　第３期　きりたんぽ鍋セット（３人前）／40名様 
■応募方法　利用便「搭乗券」の写真をメールで送信
するだけです（パソコンや携帯電話から） 
※会員でない方であっても、利用日の属する各期の
応募期限までに入会した場合は、応募することがで
きます。詳しくは下記ホームページをご覧ください 

☆「ご利用ありがとう！年末キャンペーン」 

年会費無料！大館能代空港ファンクラブの入会は 
ht tp: / / www. odat e - nos hir o- a ir por t . com/
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①南鷹巣団地・・・鷹巣字平崎上岱13-2 
  簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 
　月　額　9,200円～12,000円　※２戸募集 
②林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★ 
　木造平屋１戸建　３ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 
　月　額　10,400円～20,400円 
③冷水岱団地･･･米内沢字冷水岱94-1 
　木造平屋長屋建　１ＬＤＫ 
　月　額　17,300円～34,100円 
④畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147 
　木造平屋長屋建　１ＬＤＫ　 
　月　額　19,400円～38,200円 共益費 200円 
⑤上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★ 
　木造２階２戸建　３ＬＤＫ 
　月　額　16,400円～32,300円  
⑥東裏簡２団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1 
　簡易耐火２階建　２ＤＫ 
　月　額　10,500円～20,700円 
⑦サンコーポラスなかたい住宅 
　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-1 
　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ 
　月　額　43,100円　共益費　800円 
　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ） 
〔募集戸数〕　各階１戸 
※★印の住宅は単身入居不可です 
※サンコーポラスなかたい住宅の１階には、
加齢や身体の障害等で階段の昇降に支障が
ある方がいる世帯の入居に限ります 
【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金） 
【入居資格】 
・収入基準を満たすこと 
・住宅に困窮していることが明らかなこと 
・公租公課を滞納していないこと 
【募集期間】　11月１日（月）～11日（木）土日祝除く 
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／
合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター 

市営住宅 
入居者募集 

【現地案内】 
　日時　11月４日（木）又は５日（金） 
　▽森吉地区 9:00～　▽阿仁地区11:00～ 
　▽鷹巣地区13:30～　▽合川地区15:30～ 

問 都市計画課 建築住宅班　 72-5246

　地域子育て支援センターみなみでは、親子のふれあいを大
切にして様々な活動を行う、わくわくキッズ（親子ふれあいグ
ループ）を実施しています。 
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く
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月
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月
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月
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水
）ま
で 

時
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８
時
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分
～
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時
15
分 

■
入
札
日 

期
日
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月
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月
）　
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時
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３
階
大
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議
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財
政
課
管
財
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62-

６
６
０
３ 

わくわくキッズ（親子ふれあいグループ） 

■日　時　毎週火曜日、金曜日　10時～11時30分　　 
■場　所　地域子育て支援センターみなみ(南鷹巣保育園内) 
■対　象　未就園児（生後３ヶ月位から） 
■参加費　無料です 
　　地域子育て支援センターみなみ　 0120-978-415

わくわくキッズ（親子ふれあいグループ） 

問

　手作りおもちゃ製作、絵本の読み聞
かせ、手遊び、リズム遊びなどを親子
で楽しみ、また育児の情報交換の場と
しても利用されています。子どもと一
緒に、親子で参加してみませんか。 手作りおもちゃ製作

国民年金からのお知らせ 国民年金からのお知らせ 

問

　日本年金機構では、国民年金保険料の納付のご案内に
ついて民間委託を実施しています。

　過去２年以内の国民年金加入期間のうち、保険料納付
の確認ができない期間がある場合、下記の委託事業者よ
り電話・文書・個別訪問により納付のご案内をさせていた
だく場合があります。 
　この民間委託は、従来、国が行っていた国民年金保険料
の収納業務の一部を民間委託業者に委託し、低コストで
より良いサービスの提供を目指しているものです。 

■委託事業者　（平成22年10月１日現在） 
　事業者名　株式会社オリエントコーポレーション 
　住　　所　福岡県北九州市小倉区室町１－１－１ 
　　　　　　　リバーウォーク北九州オフィス棟11Ｆ 
　連 絡 先　 093-563-6117　 0120-217-736

※民間委託についての詳細は、日本年金機構ホームペー
ジで確認できます 
日本年金機構ホームページ　http: / / www. nenk in. go. j p/
総合窓口課国保年金班　 62-1118
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お
知
ら
せ 

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方
です。仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場
合は、診療に応じかねます。▼往診はしていま
せん。年齢・病気の病状にかかわらず事前に当
番医へ電話等でご相談ください。

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30

曜
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

電話番号
62－1146
62－2882
63－0105
62－1101
62－1155
62－7001
62－2261
69－5300
63－0515
82－2351
63－2700
62－7001
60－1055
69－7311
78－3161
62－2882
62－1400
72－4501
63－0105
62－7001
62－1146
63－2700
63－0515
62－1101
78－3161
62－2261
62－1155
62－1400
60－1055
69－7311

医 療 機 関 名
奈 良 医 院
藤 原 医 院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
津 谷 内 科
毛利整形外科クリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
阿 仁 診 療 所
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
うえだクリニック
児玉内科クリニック
国民健康保険合川診療所
藤 原 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
公立米内沢総合病院
佐々木産婦人科医院
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
たむら内科クリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
盛 岡 外 科 医 院
国民健康保険合川診療所
津 谷 内 科
近 藤 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
うえだクリニック
児玉内科クリニック

夜間当番医（　）日程表 夜間 
診療 

（診療時間 午後６：３０～９：００）

の納期限税 11月3 0 日まで■国民健康保険税 第５期

問

1311 土 

５ 

生涯学習課 文化班 62- 6618

▼保育園（鷹巣中央、鷹巣東）▼小学校（鷹巣、
鷹巣西、綴子、米内沢、浦田、前田、合川西）
▼中学校（鷹巣、鷹巣南、森吉）▼はまべの
うたキッズ▼浜辺の歌音楽館少年少女合
唱団▼コールもりよし合唱団▼レディース・
コリーナ▼女声合唱団る・それいゆ▼鷹
巣混声合唱団▼Ｍ・Ｍ・Ｃ▼秋田大学教育
文化学部（郷土の音楽素材ライブラリ）

参加団体

「あきた教育の日」協賛事業 
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人口と世帯数 

※９月30日現在住民基本台帳による

総人口　37,327人（34人減）
　男　　17,569人（21人減）
　女　　19,758人（13人減）
出　生　14人　転　入　46人
死　亡　57人　転　出　36人
世帯数  14,585世帯（７世帯減）

前月比
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11
月
の
休
館
日 康

志
吉
徳克光

太康剛有将
之一博

貴



　 診療科 
内科
糖尿病外来

小児科

外科

整形外科

産婦人科
脳神経外科
循環器内科
心臓血管外科
　 診療科 

耳鼻咽喉科

泌尿器科

歯科口腔外科

神経内科
精神科
眼科
皮膚科
形成外科
人間ドック

区分
午前 
午前 
午前 
午後
午前 
午前 
午前 
午前
午前 
午前 
午前 
区分 
午前
午後 
午前 
午前 
午前
午後 
午前 
午前 
午前
午前 
午前
予約

月 
○
－ 
○
○ 
○
○ 
－
○ 
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○ 
○
月 
○
○ 
○
－ 
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○ 
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－
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○
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○ 
○
火 
○
－ 
○
－ 
○
○ 
－
○ 
○
○ 
－
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
○ 
○
金 
○
－ 
○
－ 
○
○ 
－
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－
○ 
－
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　受付時間
８:30～11:30 
８:30～11:30 
８:30～11:30 
14:30～15:30 
８:30～11:30 
８:30～11:30 
８:30～10:30 
８:30～11:30 
８:30～11:30 
８:30～11:30 
８:30～11:30 
　受付時間 
８:30～11:30 
14:30～15:30 
８:30～11:00 
８:30～９:30 
８:30～11:00 
13:30～15:30 
８:30～11:00 
８:30～11:30 
８:30～10:30 
８:30～11:30 
８:30～11:30 
予約制のためお問い合わせください

　　備考
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　備考
 
学童か予約の方
再来は予約制
再来のみ受付

再来は予約制

（問）北秋田市民病院　　 62－7 0 0 1　　　7 8－9 5 0 0

◎土曜、日曜、祝祭日は全科休診です 
◎休診や診療日変更となる場合もありますので、電話にてお問い 
　合わせください。お問い合わせは24時間お受けします

北秋田市民病院 外来のご案内
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12月５日（日） 
開場：８時30分　上映：９時～16時30分 

日活書店／福助堂／北秋協販／阿仁公民館／森吉コミュ
ニティセンター／合川公民館／ひまわりの家／北秋田市
中央公民館／北秋田市文化会館／大館市民文化会館／能
代市文化会館／秋田市・CAOCA広場サービスカウンタ

（問）北秋田市文化会館　　 ６２－３３１１ 

5 0 0 無料 
前売・当日共通 

・
優
秀
映
画
鑑
賞
推
進
事
業 

・
文
化
会
館
自
主
事
業 

10時5 0分～ 
　12時2 0分 

14時4 0分～ 
　16時3 0分 

13時0 0分～ 
　14時3 0分 
◆出演◆ 
 高倉　健 
 南原宏治 
 丹波哲郎 
　　　 　他 

◆出演◆ 
 鶴田浩二 
 高倉　健 
 若山富三郎 
　　　　 他 

◆出演◆　鶴田浩二、松方弘樹、佐久間良子 他 

◆出演◆ 
 勝新太郎 
 中村玉緒 
 近藤美恵子 
　　　　 他 

10時5 0分～ 
　12時2 0分 

14時4 0分～ 
　16時3 0分 

13時0 0分～ 
　14時3 0分 
◆出演◆ 
 高倉　健 
 南原宏治 
 丹波哲郎 
　　　 　他 

◆出演◆ 
 鶴田浩二 
 高倉　健 
 若山富三郎 
　　　　 他 

◆出演◆　鶴田浩二、松方弘樹、佐久間良子 他 

◆出演◆ 
 勝新太郎 
 中村玉緒 
 近藤美恵子 
　　　　 他 

北秋田祇園太鼓審査会北秋田祇園太鼓審査会
第2 0 回 第2 0 回 

（火）（火）■場所　北秋田市文化会館 
■時間　14時～17時 

入場無料 

■出演団体　鷹巣小学校／鷹巣東小学校
／鷹巣南小学校／鷹巣西小学校／綴子小学
校／鷹巣中央小学校／米内沢小学校／合川
地区小学校／鷹巣中学校／鷹巣南中学校／
高校一般／鼓道／合川新生園チーム／阿仁
公民館移動奨励室チーム／鷹巣高校祇園太
鼓チーム 
■特別出演　平成の無法松 
　　　　　　北九州小倉祇園太鼓〈辰巳会〉
（問）北秋田祇園太鼓審査会実行委員会 
　　　　　　　　　 ６２－９８６６（今立） 

勤労感謝の日 

②不知火検校 
( 19 6 0年・森一生） 

③網走番外地 
( 19 6 5年・石井輝男） 

④人生劇場 
　　　飛車角と吉良常 

( 19 6 8年・内田吐夢） 

②不知火検校 
( 19 6 0年・森一生） 

③網走番外地 
( 19 6 5年・石井輝男） 

④人生劇場 
　　　飛車角と吉良常 

( 19 6 8年・内田吐夢） 

( 19 6 3年・マキノ雅弘） 
①次郎長三国志 

９時～10時40分 ( 19 6 3年・マキノ雅弘） 
①次郎長三国志 

９時～10時40分 

　広報きたあきた　22．11．１  28　広報きたあきた　22．11．１  28
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